


[image: ]










草食系御曹司に求められて、甘蜜な夜を過ごします









［著］橘柚葉

［イラスト］村崎らむ
















　もくじ







１

２

３

４
























１












「お客様、申し訳ありません。飲食はお買い上げになってからにしていただけませんか？」

「はぁ!?　なによ、客にいちゃもんつけるわけ？　試食がなかったから食べているだけ。おいしかったら買うわよ」

　すごい形相で私を睨みつける女性は、たぶん私の母と同年代だろう。

　私が所有する移動販売車の前で、憤慨し続けている。

　私としても、自分の店前でこんなやりとりはしたくない。

　だが、女性はテーブルの上に置いてあったクッキーを、いきなり個包装を開けて食べてしまったのだ。

　それも口ぶりからすると、お金を支払ってくれる様子もない。

　さすがにこれには唖然としてしまった。

　なんとも言えぬ空気の中。いまだにその女性は、私が丹精込めて作ったクッキーをムシャムシャと食べ続けている。

（本当に、こういうお客様。どう対処したらいいんだろう……）

　クレーマーも困るが、こうして堂々と無銭飲食されてしまっても困る。

　キツく注意すれば開き直られ、お金を請求すればもっと逆上されるのだろう。

　悪いのは明らかに女性のほうなのだから、こちらは強気に出ても問題はないとは思う。

　だが、後のことを考えるとあまり事を荒立てたくはない。

　逆恨みされて、営業妨害されたら困り果ててしまうからだ。

　穏便に事態を収める方法はないものだろうか。私は眉間に皺を寄せて考えこんだ。

　私、福ふく永なが麻ま衣い、二十八歳、独身。

　地元にある大学の家政科を卒業後、洋菓子店に就職した。

　その洋菓子店で修業をさせてもらっていたのだが、昨年一念発起して店を辞め、自分で店を持つことにしたのだ。

　とはいえ、まだまだ駆け出しである私には、店舗を持つほどの資金と力があるわけがない。

　そこで移動販売車を中古で買って、いろいろなイベントなどでクッキーやマフィンなどの焼き菓子を中心に作っては細々と販売している。

　白シャツに黒のスキニーパンツ、それにカフェエプロン姿。背中まである髪は結わえてお団子にしている。いつもどおりの仕事スタイルだ。

　身長百六十センチ。まぁまぁの背丈だとは思うが、顔が童顔なので年相応に見られたことが少ない。

　この焼き菓子屋の店主として、もう少し威厳がほしいところだ。

　今日は市内にある緑地公園でイベントが開催されており、地元のお店が屋台や移動販売車などで商品の販売や出展をしている。

　私にも声をかけていただき、イベントに参加しているのだけれど……。こんなことは今までに経験したことがなく、どうしたらよいものかと戸惑ってしまう。

　周りにいたお客様も、眉間に皺を寄せてその女性を見続けている。

　私の店周りの雰囲気がとても悪くなっていくのがわかり、ますますどうしていいのかと困り果ててしまう。

　店の商品を見てくれていた他のお客様は、この状況にいづらくなってしまったのだろうか。一人、また一人と店を離れていく。その後ろ姿を見て、私は慌てて頭を下げた。

　これでは誰も店に近づいてきてくれなくなってしまう。なにか手を打たなければならない。

　どう考えても悪いのは、私の目の前でクッキーを食べている女性だろう。私は強気でいていいはずだ。

　もう一度、その女性に声をかけようとした、そのときだった。頭上で男性の声が響く。

「失礼、マダム。こちらに試食は置かれていないようですよ」

「っ！」

「商品に手をつけるのは、マナー違反ではありませんか？」

　ビックリして声の主を見つめる。そこには素敵な男性が優しげな笑みを浮かべて立っていた。

　スラリとした細身の体型、顔はおとぎ話の絵本から飛び出してきたかと思うほど王子様オーラを感じる。

　ダークネイビーのスーツを素敵に着こなしていて、できる男といった雰囲気だ。

　色素の薄い瞳、髪は緩くウェーブがかかっていて、少しだけ茶色にカラーリングしている。

　日本人だとは思うが、王子様感が半端ない。殿様というより、王子様だと思う。

　彼を取り巻く空気はなぜか妙に説得力があり、誰も口答えできないような絶対的な支配力を感じる。

　そういう様子から言っても、王子様っぽいのだ。

　だからこそ、この女性に〝マダム〟と言ってもしっくりきてしまう。

　キレイな顔をした優しげな王子様に対し、目を丸くして見ていたのは私だけではなかった。

　勝手に試食していた女性もだ。その女性は、彼の言葉を聞いて一気に顔が真っ赤になる。

　もしかして、女性を窘めてくれた彼に対して逆上するつもりだろうか。

　それだけは絶対に避けなければならない。

　慌てて販売車から飛び出したのだが、待っていたのは、思い描いていた最悪な事態とは異なる展開だった。

「あら、まぁ！　おほほほ。まさか！　買いますわよ。待ちきれなくて食べてしまっただけよ」

　女性は慌てて鞄から財布を取り出すと、お金を私に手渡してきた。

「ほら、お金は支払ったわよ」

　手のひらには、商品代金ピッタリのお金。

　私は、そのお金と女性を交互に見つめた後にお礼を言う。

「あ、ありがとうございます」

　呆気に取られている私、優しいながらもどこか威圧的な笑みを浮かべている男性、そして顔を真っ赤にして狼狽える女性。

　なんとも言えない空気がその場に漂い、女性はバツが悪そうに「おほほほ」と再び笑ってごまかした後、そそくさとその場を後にした。

　女性の姿が見えなくなった後も、私は呆然としてなにも言えずじまいだ。

　そんな状態の私に、助けてくれた男性が声をかけてきた。

「大丈夫でしたか？」

「……」

「大丈夫？」

　放心状態でいた私に、彼は腰を屈めて顔を覗き込んできた。

　キレイな瞳が私の目の前にあり、ドキッと胸の鼓動が高まってしまう。

　挙動不審のまま、私はコクコクと何度も頷いた。あり得ないほど心臓がバクバクと音を立てている。

　息が苦しい……。

　私は慌てて息を思いっきり吸い込んだ後、その男性に声をかけた。

「助けてくださって、ありがとうございました！」

　慌てて頭を下げて先ほどのお礼を言うと、彼は目尻に皺を寄せて微笑んだ。

「いいえ。あなたが無事で良かった。こういうことは、よくあるのですか？」

　彼が言う〝こういうこと〟とは、先ほどの女性のことを言っているのだろう。

　私は明言を避け、苦笑いをしてごまかす。

　彼が懸念している通り。たしかに、店に来る客でマナーがなっていない人は多い。

　ああやって商品を勝手に食べてしまう人というのも、少なからずいる。

　ただ、それは小さな子どものケースがほとんどだ。それも、商品に手を出してはいけないということがよくわかっていないくらい、幼い子どもばかり。

　もちろんすぐに親御さんが気がついてくれて、謝罪とともにお金を支払ってくれるから特に大きな問題にならずに済んできた。

　だが、今回のように、成人した大人が、お金を支払うつもりもないのに悪びれもせずに食べてしまうなんてことは一度もなかった。

　さすがに先ほどの出来事にはビックリして、どう対処したらいいものかと悩んでしまったくらいだ。

　客商売をしていると、大なり小なりクレームはついて回るものだ。

　だが、多少のことは仕方がないと思うし、時にはクレームからハッと気づかされることもある。

　接客業は難しいと毎回思うが、それ以上に私が作ったお菓子を「おいしかった」「以前買ったときにおいしかったからリピートした」なんて声を聞くと報われる。

　そんな声があるからこそ、お店を続けていけているのだ。

　ただ、今回の女性のように逆上されてしまうと、どうあしらっていいのかわからず戸惑ってしまう。

　本当に困っていたから、彼が助けてくれてホッとした。

　私はもう一度、深々と頭を下げる。

「本当にありがとうございました」

　顔を上げると、そこにはキラキラとまばゆいばかりの笑顔が待っていた。

「困っているあなたを見過ごすことができなかったから、声をかけただけですよ。かえって出しゃばってしまったかと心配してました」

「出しゃばるなんてとんでもない！　本当に助かりました。ありがとうございます」

　彼のおかげで穏便に事態を収めることができた。感謝以外の言葉は見つからない。

　感謝しっぱなしの私を見て、彼は柔和な表情を浮かべた。

　そして、店先に並んでいるナッツクッキーを一袋、そしてベリーマフィン一つを私に差し出してくる。

　驚きながら渡された商品を受け取ると、彼は口元を緩ませた。

「このクッキーとマフィンをください」

　そう言いながら、トレイに千円札を置いた。

　それを見て、私は大きく首を振る。

「お金はいただけません。これはお礼として差し上げます」

　これでお礼になるかどうかわからないが、せめてもの気持ちだ。

　そう言うと、彼は眉を顰ひそめた。

　先ほどまでは朗らかで優しい物腰だった彼が、突然見せた難色。そのことに身体がビクッと震えてしまう。

　なにか気に障ることを言ってしまったのだろうか。

　取り繕ろうと思ったが、そもそもなにが原因で彼を怒らせてしまったのかがわからない。

　戸惑っていると、彼は首をゆっくりと横に振った。

「いけませんよ」

「え？」

　なんのことを言っているのかわからず、思わず彼に聞き返してしまう。

　すると、彼はフッと表情を緩めた。

「このクッキーとマフィンは、あなたが丹精込めて作ったもの。タダで客に渡すのは間違いです」

「で、でも……、助けていただいたお礼をしたかったんです」

　感謝の気持ちをどうしても伝えたくて必死にそう告げるが、彼は再び首を横に振る。

「あなたからのお礼はもうしていただきましたよ」

「え？」

「何度も僕に頭を下げてお礼を言ってくれたじゃないですか。それで充分です。それ以上のモノを僕は求めてはいない」

　表情は柔らかい。だが、ピシャリと言ってのけた。

　ハッとして彼を見上げると、フフッと柔らかい声で笑う。

「あなたは一生懸命作った商品の対価を求める義務がある」

「対価ですか？」

「ええ。誇りを持っていいと思いますよ。こうしてお客様がたくさんお店にやってきているのは、あなたの作ったモノが欲しいからなんですから」

「……」

　胸がジンと熱くなる。嬉しくて目が潤んでしまうのを感じながら、私は彼を見つめ続けた。

「ですから、僕はあなたに商品をもらうことはできない。わかっていただけましたか？」

「ありがとうございます！」

「ふふ、あなたにお礼を言われるだけで、僕はこんなに喜んでいるのですから。これでおあいこということで」

　ね？　と小首を傾げる様は可愛らしい。素敵な王子様に目が釘付けになってしまう。

　だが、ボーッと彼に魅入っている場合ではない。

　彼が言う通り、お客様が戻ってきてくれたので忙しくなりそうだ。

　ビニール袋を取り出し、クッキーとマフィンを袋に詰む。それから、レジに金額を打ち込んだ。

　彼におつりを渡した後、商品が入ったビニール袋を差し出しながらショップカードを手渡す。

「このカードに、うちの商品を販売してくださっている店が書いてあります。うちのお菓子をお気に召していただけましたら、今後もよろしくお願いします」

「ありがとう。自店舗はないんですか？」

「ええ。駆け出しなんで、お店まではとても。厨房は実家の倉庫を改造してそこで作っているんです。小さい厨房なんで、そこで販売はできないんですよね」

　だからこそ、私が作ったクッキーなどを置いてくれるお店は、大事にしたい貴重なお店ばかりだ。

　どこのオーナーさんも快く引き受けてくださり、感謝してもしきれないほどである。

「なるほど。それで、移動販売車で売っているというわけですね」

「はい、あとイベントがないときは、そのショップカードに書かれているお店などに卸しているんです」

　私が話している間、彼はとても熱心に話を聞いてくれて嬉しくなってきた。

　彼の優しい雰囲気に、口も達者になってしまう。

「一応ホームページがありますし、ＳＮＳもやっていますので、興味がありましたらぜひ！」

「ありがとう。今度チェックしてみますね」

　ショップカードをジャケットの内ポケットにしまった彼に、私は慌てて用意していたチラシを差し出した。

　今日商品をお買い上げいただいたお客様全員に配っているものだ。

「もし良かったら、こちらも」

　私は彼に一枚のチラシを手渡した。

「これは？」

「来月下旬に駅前でワークショップをする予定なんです」

　半日だけ、少人数限定でワークショップをする予定だ。

　出張先でクッキーを焼いたり、マフィンを焼いたりは難しいので、すでに出来上がっているクッキーにアイシングでデコレーションしてもらうつもりである。

　着色したアイシングをコルネ袋に詰めておけば、あとはデコレーションするだけで済む。

　簡単で手軽にできるから、小さな子どもにも挑戦してもらえるはずだ。

　ただ、私の店がワークショップとしてイベントに参加するのは今回が初めて。

　うまくいくかとても心配だし、お客様が集まるとも限らない。

　だからこそ、前もっての宣伝だけはしておきたいと思い、チラシを作ったのだ。

　彼は手渡したチラシを見ながら、私に質問してくる。

「アイシングクッキーって、どういう物なんですか？」

「粉砂糖と卵白を混ぜて作ったアイシングというものに、食紅などで着色した後、クッキーにデコレーションするんですよ。こんな感じのクッキーです」

　ワークショップの宣伝もしようと、アイシングクッキーの見本を持ってきていたのだ。

　それを見せると、彼は目を輝かせた。

「とても可愛らしくできるんですね。不器用な人でもできるんですか？」

「今回ワークショップで作る予定のクッキーは、小さなお子さんでもできるように簡単なものにするつもりなんです」

　それに見本通りに作ることはない。

　クッキーに絵を描くように作ってくれれば、楽しいと思う。

　キャラクターでも、花柄でも、なんでも好きなものをクッキーにアイシングしてもらうつもりでいる。

　興味がありましたらぜひ、と言うと、彼は深く頷いた。

　クッキーとマフィンが入ったビニール袋へチラシをしまう彼に、私はもう一度頭を下げる。

「先ほどは、本当にありがとうございました！」

　すると、彼は一瞬目を丸くさせたが、すぐに破顔する。

「あなたから、いっぱい感謝の言葉はいただきましたから。もう充分ですよ。では」

「ありがとうございました！」

　商品を買ってくれてありがとう、の意味を込めてお礼を言う。

　すると、彼は私の言葉の意味をわかってくれたらしく、ビニール袋を掲げた後、背を向けて行ってしまった。

「……素敵な人だったなぁ」

　困っていてもなかなか助けてくれる人がいない中、あんなふうにスマートに、なおかつ問題あるお客様に無駄な刺激を与えず撃退してくれるなんて。

　本当に王子様のような男性だった。

　ほぅ、と感嘆のため息が零れてしまったが、すぐに我に返る。

　先ほどの出来事は嘘だったかのように、店先にお客様が集まってきた。

　次から次にお客様がやってきて、店先にあるお菓子は飛ぶように売れていく。

　ありがたい悲鳴が出てしまいそうだが、今はとにかく商品を売ることに専念しなくては。

　あの男性が幸運の風を連れてきてくれたかのように、その後は何事もなく過ぎていった。

　もちろん、商品として持ってきたクッキーなどの焼き菓子はすべて売り切れだ。

　店を早々と閉め、私は後片付けをしながら助けてくれた男性のことを思う。

「また……会えるといいな」

　思わず出てしまった言葉に、自分自身恥ずかしくなって慌てて口を押さえた。

　そして、急に顔が火照りだしてしまう。

　こんなところで、一人で顔を赤らめていたら不審がられてしまうだろう。

　コホンと一つ咳払いをした後、何事もなかったように手を動かしたが、どうにも心が落ち着いてくれない。

　久しぶりに感じる恋の予感にドキドキしてしまっている。

　あんなに素敵な男性なら、恋人がいることだろう。私に見向きなんてしてくれないはずだ。

　ドキドキするだけバカらしいとは思うが、どうにもならないのが恋心というものなのかもしれない。

　こういうのを、一目惚れというのだろうか。

　今までにこんな恋の始まりを経験したことがないので、自分の心をどうコントロールすればいいのかわからず戸惑ってしまう。

（その前に、どこの誰なのかも知らないんだけどね……）

　もう二度と会うことはないのかもしれない。そう思うと、胸の奥がツキンと痛んだ。

　しかし、相手は素性も知らない王子様。まさに、手が届かない存在だ。

　憧れのままでいたほうが自分のためだろう。

　私は、残念な気持ちを隠しながら、店じまいを急いだ。










　人生初の一目惚れ体験をしてから二週間。

　私にとっては、彼との出会いは運命的なものだった。だが、早々に諦めの気持ちもあり、複雑だ。

　彼の素性なんて全く知らないし、今後会えるとも限らない人なのだから。

　今日は埠頭で行われるキッチンカーフェスティバルの会場にやってきている。

　前回のイベント時のようなことがないよう、接客をもっと上手にできるようになりたい。

　そんな気持ちもあり、いつも以上に気合いを入れて出店準備に取りかかる。

　前回は、早々に商品が売り切れてしまったために、買うのを諦めたお客様がたくさんいたようだ。

　今日はどんな客足になるのか、どれぐらい売れるのか見当もつかなかったが、前回よりも気持ち多めに商品を作って持ってきた。

　たくさん商品が売れ残ったら悲しいから、ぜひとも完売にしたいものだ。

　店先に並べる商品の数。店をしている以上、そういった予想も大切になってくる。だが、これがなかなか難しい。

　この見極めが一番の悩みどころでもある。さて、今日の私の読みはどうだろうか。

　どうか全部売れますように。そんなことを願いながら、商品をテーブルに並べていく。

　そろそろ会場もオープンになるはずだ。

　天気も上々、きっとお客様の入りも多いことだろう。

「今日も頑張ろう！」

　一人気合いを入れつつ、会場入り口から次々にくるお客様に声をかけていく。

　天候にも恵まれ、なかなかの賑わいだ。

　女性客がいつも多い印象だが、今日は子連れの男性なども足を止めて私の作ったお菓子を見ていってくれる。

　おいしそう！　かわいい！　そんな声が聞こえると、思わず笑顔になってしまう。

　次から次に売れていく商品を見て、たくさんお菓子を作ってきて正解だったと胸を撫で下ろした。

　このままいけば、今日も完売できるだろう。

　そんなことを考えていると「こんにちは」と声をかけられた。

　よく女友達たちが買い物に来てくれるが、女性の声ではない。男性の声だ。

　男性から声をかけられることはあまりないし、友人も女性ばかりで男性は皆無のはずである。

　いったい誰の声だろう。一瞬考え込んだが、すぐにその声に聞き覚えがあることに気がついた。

　声のしたほうへ目を向けると、先日のイベントで女性に悪態をつかれて困っていたところを助けてくれた男性がいたのだ。

（また……会えた!!）

　嬉しい気持ちが込みあげつつ、私は彼に挨拶をした。

「こんにちは。先日はありがとうございました！」

　まさか、再び彼と会うことができるなんて思っていなかったので、声がうわずる。

　ペコリと頭を下げると、彼の足元に子どもがいるのがわかった。

　小学校低学年ぐらいの女の子が、彼と手を繋いでいる。

　長い髪を二つに結び、目がクリクリとしていて可愛らしい。

　どことなく彼に似ている気がして、その女の子を見つめ続けてしまう。

「この前買ったクッキー、家族がとても気に入ってね」

「は、はい」

　その女の子から視線を逸らし、挙動不審になりながら上の空で返事をする。

　返事をしつつも、意識はどうしても彼と一緒にいる小さな女の子に向いてしまう。

　彼とこの女の子、二人の関係は……？

　そんな疑問ばかりが脳裏をよぎっていく。

　聞いてみたいが、私のほうから聞くことははばかられる。だって、この男性とは先日初めて会って言葉を交わしたばかりだ。

　それも、ほんの短い時間話しただけの、顔見知り程度の関係である。

　彼のプライベートについて聞けるはずもない。

　私はただの焼き菓子屋の店長。そして、彼は私が困っていたところを助けてくれたお客様。それだけの関係なのだ。

　彼に助けてもらったというだけで、慣れ慣れしくするのもどうかと思う。

　彼がクッキーを選んでいる間も、その女の子は私をジッと見つめ続けている。

　なにも言わず、強い視線で私をまっすぐに見つめていたが、慌てた様子で彼に視線を向けた。

「ねぇ、とーさん。トイレ行きたい」

「え？」

「早く行きたい！」

　彼の手を全身使って引っ張ろうとしている女の子を見て、彼は慌てて手にしていたクッキーの袋を置いた。

「スミマセン。また後で来ますので」

「あ、はい」

　彼はその女の子を抱え上げ、レストルームのほうへと走って行ってしまった。

　その姿を見送りながら、私はズンと気持ちが落ち込んでいく。

（やっぱり、あの女の子は彼の子どもみたいだね……）

　決定的な一言を女の子の口から聞いてしまった。

　とーさん、と女の子は言っていたはずだ。

　あの女の子は、彼の娘で間違いないのだろう。

　そして、同時に私の淡い恋も終わってしまったようだ。

「始まる前に終わっちゃった……な」

　私は元々、恋に積極的なほうではない。

　今まで彼氏がいなかったとは言わないが、あまり恋愛に積極的ではなかったため、

「好きでいてくれているのかわからない」

　そんな別れの言葉を言われたこともある。

　焼き菓子店をし始めてからは、ますます男性との出会いは少なくなっていて、恋愛に発展するようなことも皆無になっている。

　だから、ここ数年は彼氏と呼べる人もいなかったし、心躍るような出来事もなかった。

　久しぶりの胸のときめきを感じていたのに……。

　こればかりは仕方がない。残念だが諦めるしかないのだ。こういうことは、諦めが肝心である。

　それに、彼はお客様。いつ会えるのか、わからない人でもある。

　だからこそ、今度会えたときには思い切って連絡先の交換をお願いできないだろうかとも思っていたのだ。

　恋愛に引っ込み思案な私にしては、大胆な計画だった。

　しかし、なにかをする暇もなく失恋が決定してしまった今、もうどうすることもできない。

　胸が切なく痛むが、妻子ある人に恋をしてはいけない。

「あーあ、終わっちゃった」

　久しぶりにときめきをもらえただけで、満足しなくては。

　素敵な思い出ができたと思って、諦めるしかないのだ。

　小さく息を吐き出した後、お客様に見られないように車の裏に行って頬をパンパンと二回叩いた。

　恋も大事だが、仕事も大事だ。

　お菓子が好きで、こうして自分のお店も開いている。

　今までの努力を無駄にしちゃいけないし、これからもっと努力していかなければならない。

　泣いている暇は、どこにもないのだから。

　店先でお客様の声が聞こえる。私は泣き出してしまいそうになった顔を、もう一度両手で叩いて接客を開始した。

「いらっしゃいませ。今月の新商品もありますので、ぜひご覧くださーい」

　道行くお客様に大声で呼びかける。すると、若い女性が店先にやってきてくれた。

「これ、かわいい！　おいしそう！」

　その言葉を聞いて、私の傷心した心は癒えていくようだった。

　今の私には、最高の傷薬だ。

　ズクズク痛む失恋の痛手だが、お客様の笑顔が私を労ってくれる。

　商品も残りわずかとなり、その一時間後にはすべて売り切れとなった。

　今日も完売したことに、嬉しさと安堵の気持ちが込みあげてくる。

　ふと、二人が向かったレストルームの方向を見つめた。

　また後で来る、と言って去って行った彼だったが、その後店にくることはなかった。

　やはり、これが運命だったのだ。

　神様は後々私が気持ちを引きずらないようにと、気にかけてくれたのかもしれない。

　傷は浅い。まだまだ大丈夫。私は大丈夫。

　そんなふうに言い聞かせた一週間後――。私は目を見開いて、大慌てすることになるのだった。






　今日は以前から予定し、宣伝もしていたワークショップを開催中である。

　Ａ市の駅前は、ここ数年空洞化が進み、人の賑わいが少なくなってきていた。

　駅ビルにも空き店舗を見ることもあるほど、最近の駅前は活気がない。

　地方ではよくあることなのだが、駅前より郊外に大型ショッピングモールなどが建ってしまい、中心市街地がどんどん廃れていっている。

　交通の便があまり発達しておらず、どうしても車社会になってしまうからだ。

　となれば、確保しなければならないのは大型の駐車場である。

　しかし、市街地にはその土地を確保するスペースがあまりない。そうなると、郊外に土地を求めて大型のスーパーなどを建てるしかない。

　そんな流れもあり、どうしても客足が遠のいてしまい廃れていく市街地をどうにかしようと、何年か前から駅前でいろいろなイベントを行っているのだ。

　今日のイベントのテーマは〝ワークショップ〟。

　あらゆるジャンルのワークショップが立ち並び、盛大な賑わいを見せている。

　その一つとして、私の焼き菓子店もこうして出店させていただいているわけなのだが……。

　一目惚れした王子様らしき後ろ姿を見る度に過剰に反応してしまい、その後落胆するということを今日一日で何度経験したことだろうか。

　忘れなくてはいけないのに、と何度もため息を零す。

　あと少しで店じまいをしようかと思っていたときだった。

「こんにちは、麻衣さん」

　一人の男性が声をかけてきた。

　そして、声の主を確認して慌てふためく。

「あ、えっと……、こんにちは」

　以前、私を助けてくれた彼が目の前で笑っていた。

　そう、淡い恋心を抱いていた彼が、再び私の目の前に現れたのだ。

　かなり動転してしまったが、とりあえず挨拶だけはできた。

　だが、私は背の高い彼を見上げて口をぽっかりと開けることしかできないでいる。

　大丈夫ですか？　と微笑む様は、王子様ぶり健在と言ったところか。

　もう二度と会うことはないと思っていた人との再会だ。呆けるなというほうが無理がある。

　だがそこで、「でも……」と思い直す。

　そもそもよく考えると、私が勝手に失恋して、勝手にもう会えないと思っていただけなのだ。

　彼は純粋にうちの焼き菓子を目当てにやってきてくれるお客様。そんなお客様なら、お菓子を求めて店に来ることだってあるだろう。

　少し冷静になった私だったが、すぐに次の問題点にぶち当たる。

　どうして、彼は私の名前を知っているのだろうか。

　私は気持ちを落ち着かせた後、彼に聞いてみることにした。

「あの……、どうして、私の名前を？」

「ああ。この前頂いたショップカード。あれにホームページのアドレスが書いてあったでしょう？」

「はい。……あ！」

　店のホームページには、店長である私の名前も記載してある。

　彼はそれを見て、私の名前を覚えてくれたのだろうか。

「もしかして、ホームページ見てくださったんですか？」

「ええ。そこで麻衣さんのお名前を知ったんです。顔見知りになりつつありますから、名前で呼んでしまいました……。ご迷惑だったでしょうか？」

　小首を傾げ、キラキラと輝く瞳を向けられて「ダメだ！」と断れる人がいたらお目にかかりたい。

　私は慌てて首を横に振る。

「いえ、大丈夫です」

　恐縮する私に対し、彼は目尻を下げた。

「僕は、近おう江み亨とおると言います」

「近江さんですね」

　失恋してしまった相手とはいえ、こうしてお近づきになれるのは嬉しい。

　だが、彼の隣にいたいとはもう思わないようにすると、彼の娘を見たときに誓ったのだ。

　今度からは近江さんのことを王子様だと思って、ファン心理でお付き合いしよう。

　心の中で〝近江王子〟とお呼びしようか。そんなことを考えていると、彼の視線が近づいた気がした。

　ハッとして目の前を見ると、かなり近い位置に近江さんが立って私の顔を覗き込んでいる。

　それも、どこか不服そうな表情をしている気が……。

　あまりに近い距離に驚いて後ずさると、ますます彼の表情が険しいものになっていく。

　なにかしてしまっただろうか、と心が不安で揺れてしまう。

　不安がる私に、彼はニッコリと微笑んだ。だが、その笑みが有無を言わせない強いものに感じ、私は思わず怯んでしまう。

「麻衣さん、一つ注文をしていいですか？」

「あ、えっと。今日はワークショップのみで、商品の販売は……」

「わかっています。以前いただいたチラシにも書いてありましたから。今日はアイシングクッキーを作らせてもらおうと伺いました」

「そ、そうですか。では、さっそく」

　彼に椅子に座るように促すと、近江さんは真剣な面持ちで私を見つめてきた。

「麻衣さん」

「は、はい！」

「お願いがあります」

「な、な、なんでしょうか？」

　怖いぐらい真剣な瞳で見つめてくるので、私はますます怯えてしまう。

　どんなお願いを言われるのだろうか、と不安が脳裏によぎる。

　もしかして、私の気持ちに気がついていたとか……？

　それはマズイ。絶対にマズイだろう。

　僕には妻子がいますのであなたの気持ちは迷惑なだけです、そう忠告しにきたのだろうか。

　こういう場合はどうしたらいいのだろう。脳裏で慌ただしく考えていると、彼は表情を緩ませた。

「僕のことも、名前で呼んでいただけませんか？」

「え？」

　まさかそんなことをお願いするために、あんなに緊張した雰囲気になっていたのか。

　ホッと胸を撫で下ろしていると、近江さんは目を細める。

「僕は、あなたのことを、下の名前で呼ばせていただきたいので。良かったら、僕のことも下の名前で呼んでください」

「えっと、あの……」

「亨ですよ、麻衣さん」

「あ、はい。亨さん」

「はい、ありがとうございます」

　ニコッと笑う様は、アイドルのように爽やかで素敵だった。

　再び胸の鼓動が高鳴るのを感じながらも、自分に「平常心、平常心」と言い聞かせる。

　そして、何事もなかったような素振りで、私はアイシングクッキー作りの準備を開始する。

　準備をしている私を、亨さんがジッと見つめているのがわかった。

　その視線が気になって動転してしまった私は、失恋の傷を抉るようなことを彼に問いかけてしまう。

「えっと。今日、娘さんは一緒じゃないんですか？」

「娘？」

「はい。この前、埠頭のイベントに連れてこられてましたよね？」

「……」

　亨さんの眉間に深い皺が刻み込まれた。そして、眉がピクリと上がる。

　前回といい、また私はなにか気に障ることを言ってしまったのだろうか。

　いまだに彼は、眉間に皺を寄せている。話題を変えなくてはと思っても、慌てているためになにも思いつかない。

　それに、私にとっては心の傷が痛む話題でもある。

　真実を聞きたいと思ってはいたが、聞くことによって決定的な現実を突きつけられるわけだ。

　女の子の発言により、亨さんは既婚者だということはおおかた判明している。

　わざわざ傷口に塩を塗るようなまねをする必要など、どこにもない。

　自分のバカさ加減に泣きたくなってしまう。

　沈黙が続く中、何事もなかったかのように装いつつアイシングクッキーの説明をしてしまおうと、私は逃げの体勢に入った。

　だが、亨さんにいきなり手首を掴まれ、私は声にならない叫び声を上げる。

「娘じゃない」

「え？」

「娘じゃないんです！」

「は、はぁ……」

　一瞬、なんのことを言われたのかわからなかった。

　手首に感じる彼の熱のせいで、血液が逆流してしまったんじゃないかと思うほど、身体中が熱くなる。

　呆然と目の前の亨さんを見ると、とても真剣な表情をしていた。

　なにも言葉を発しない私に痺れを切らしたのか。彼は私の手首をグイッと引っ張って距離を縮めてくる。

　ドクン、と一際高鳴った鼓動に気を取られていたが、私の耳に信じられない言葉が入ってきた。

「勘違いなさっているようなので、きちんと言わせていただきます。先日連れてきていたのは姪っ子です。あの子はいつも僕のことを〝とーさん〟って呼んでいるんです」

「……姪っ子」

「はい、姪っ子です。僕の弟の娘です」

「……弟の娘」

　はい、と力強く頷く彼を見つめる。むしろそれしかできない。

　今、亨さんが言ったことを頭の中で反復してみる。

　姪っ子、姪っ子……。弟の娘!?

　ようやく私が理解したのを見てとってか、彼は王子様スマイル全開で顔を綻ばせた。

「わかってもらえましたか？」

「……はい、亨さんの姪っ子ちゃんでしたか」

　これで納得がいった。彼となんとなく面影が似ていると思ったのは、娘ではないにしろ、やはり血縁関係だったからだ。

　私は彼の娘だと早とちりしたことになる。

　良かった、という安堵の気持ちと、早とちりして恥ずかしいという気持ちが混ざりあって忙しい。

　とはいえ、彼は既婚者ではなかったのだ。そのことにホッとした。

「誤解が解けたついでに今更ですが、自己紹介させてください」

「あ、はい……！」

「近江亨、三十歳、独身。Ｃ自動車勤務。身長百七十九センチ。家族構成は両親に双子の片割れの弟、四人家族です。弟は二十二歳のときに結婚して、お嫁さんと娘がいます。趣味はスポーツ観戦。あとは……、なにが聞きたいですか？」

「えっと。Ｃ自動車にお勤めなんですね。それでこの前のイベントにもいらしてたんですか？」

　県内でイベントが行われると、大抵は協賛会社にＣ自動車が名前を連ねていることを思い出す。

　きっと彼は仕事の一貫でイベントに顔を出していたのだろう。

　私を助けてくれたあの日も、先日の埠頭でのイベントにもスーツ姿だった理由がこれでわかった。

「ええ、そうです。仕事の一貫でイベントに顔を出していたんです。あと、他に質問はありませんか？」

「……」

　あの女の子が彼の姪っ子だとわかったが、まだわからないことが一つだけあった。

　私はなぜ、彼に手首を掴まれたままなのだろうか。

　もう誤解は解けたのだから、こうして必死に取り繕う必要はないはずだ。

「あの、亨さん？」

　彼の手を見て「まだ、握っていますよ？」と視線で促してみたが、いまだに放そうとはしない。

　手だけではなく、身体中が熱い。恥ずかしくてどうにかなってしまいそうだから、そろそろ手を放してもらいたい。

　そんな気持ちで彼の顔を再び見たのだが、真剣な面持ちはそのままで、依然として私の手を放そうとはしない。

　ピクリとも動かず、私の顔を見つめ続けている彼。どうしたらいいのかもわからず、途方に暮れた。

　きっと、私の視線の意味がわからなかったのだろう。

　私は恥ずかしさを押し殺して、なんでもない素振りで告げる。

「あの、亨さん」

「……」

「手、握ったままですよ？」

「……」

「えっと、亨さん？」

　おかしい。私の予想では、王子様スマイル全開で「スミマセン、手を放すのを忘れていました」と言うと思っていた。

　だが、いまだに亨さんは私の手首を放してくれない。

　あちこちで開かれていたワークショップだが、皆片付けに入り出してしまっている。

　私もそろそろ片付けなければならない時間だ。

　結局、亨さんにはアイシングクッキーの体験をしてもらえなかった。

　残念だなとは思ったのだが、今はそれどころではない。この状況からの脱出を試みるべきだ。

「あの、亨さん？　手を放していただけませんか？」

「いやです」

「え？」

　キッパリと力強く言い切った亨さんに、私はますます戸惑ってしまう。

　まさかの拒否。王子様がそんな拒否をしてくるなんて思ってもいなかった。

　先日、店先で商品の個包装を開いて食べてしまった女性にだって、こんなに厳しい声は上げなかったはずだ。

　それなのに、今の彼にはどこか堅さが見られる。

　視線を揺らして困っていると、亨さんはより力強く私の手首を握った。
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「麻衣さんの手を放したくない」

　なにも言えなかった。言えるわけがない。

　だって、憧れている王子様が手を放したくないと望んでいるのだから。

　先ほどまで感じていた熱よりも、その上があるのだと今は知ってしまった。

　だって、もう……、この熱は収まりそうにもない。

　どうして、亨さんは、こんなに緊張した表情をしているのだろう。

　なぜ、私の手を放したくないと言うのだろうか。

　周りには人がたくさんいて、騒がしい。だけど、今、私の耳には自分の鼓動の音しか響いてこない。

　私の目を見て黙っていた亨さんだったが、ゆっくりと唇を動かす。

「一目惚れでした」

　亨さんがポツリと呟いた。

　聞き間違いかと思って亨さんの目を覗き込めば、彼も真摯な瞳で私を見つめ返してくれる。

「初めてあなたを見かけたのは、半年前です。仕事で来たイベントで、お菓子を売っているあなたのかわいらしい笑顔を見て、素敵な女性だなと思ったんです。あんな優しい目で笑いかけられたら、自分がどうなるのかわからないと思ったほど」

「……」

「それからもイベントに来たときには、いつも遠目であなたの姿を拝見しておりました。でも、それで終わるはずでした。だってあなたと私はなんの接点もない。突然口説き始めたら麻衣さんは警戒してしまうでしょう？」

　右手で私の手を掴んでいた亨さんは、左手も伸ばして私の手首を掴んできた。

　ビクリと身体を震わす私に、彼は気持ちをぶつけてくる。

「だけど、あのとき。商品を勝手に食べる女性の対処に困っていたあなたを見て、僕が守ってあげたいという気持ちが込みあげてきました。あとはなりふりかまわずですよ」

「亨、さ……ん？」

「困り果てて泣きそうになっている麻衣さんが、可愛らしかった」

「わ、私！　あのとき、とても困ってたんですよ！」

「わかっています。だけど、可愛らしかったのだから仕方がないでしょ？」

　むきになって抗議すると、亨さんは楽しげに笑って見せた。

「でも、同時に思ったことがあります。麻衣さんを笑わせるのも、泣かせるのも、すべて僕がしたい」

「っ！」

　情熱をそのまま私にぶつけてくる亨さんに、私は言葉が出なかった。

　口を開けたまま硬直していると、彼は腰を屈めて私の顔を覗き込んでくる。

「僕に……、貴女を口説く権利をくれませんか？」

　信じられなくて呆然としていたのだが、手首を固く握る亨さんがかすかに震えていることに気がついた。

　ハッとして前を見ると、情熱的な瞳をして私を見つめる彼の顔があった。

　絶対にイエスと言わせる、そんな気迫を感じて胸が熱くなる。

　むりやり潰した恋の芽が、今まさに芽吹こうとしていた。

　私は、この人の手を握り返してもいいのだろうか。

　一目惚れした私の気持ちは、何度消そうとしても消えなかった。

　相手は既婚者だから、諦めなくてはダメだ。何度自分に言い聞かせてきたことだろう。

　その反面、こうしてイベントの度に彼の姿がないか探していた自分もいた。

　私の震える唇は、心の内をさらけ出す。

「一目惚れ……」

「え？」

「一目惚れしたのは、私も同じです」

「っ！」

　亨さんが息を呑むのがわかった。私はキュッと唇を窄めた後、彼に言った。

「私にも、あなたを口説く権利がほしいです」

　そう告げた瞬間、私は彼の腕の中に閉じ込められていた。

　ギュッと私を抱きしめる腕。細身の身体だと思っていたのに、思っていたより力強く、やはり彼は男性なのだとより意識させられた。

「夢を見ているみたいです……」

「亨さん」

　それは私のセリフだ。私はつい先ほどまで、亨さんが既婚者だと信じて疑わなかった。

　諦めなくては。家庭がある人を好きになってはいけない。何度もそう自分に言い聞かせていたのだ。

　だけど、まさかこんな展開が待っていただなんて……。

　ギュッと彼にしがみつくと、耳元で魅惑的な声が響いた。

「麻衣さんをもっと夢中にさせたいな」

「亨さん」

「それに、あなたのことをもっと知りたい。僕のことも知ってもらいたい」

　一度腕の中から解放されると、王子様スマイルで微笑みかけられる。

「今日、この後お時間はありませんか？」

「え？」

「どうか、これからの時間を僕にください」

　少し屈んでそう尋ねる亨さんの外見は王子様そのものだ。その上に、このセリフを言われて断れる人がいるのならお目にかかりたい。

　離れたくないんだ、なんて言われてしまったら頷くしか選択肢はないだろう。

「……ぜひ、よろしくお願いします」

　顔から火が出るとは、まさに今の私の状態を言うのだろう。

　慌てて頬を手で隠したが、その手は再び亨さんに掴まれてしまった。

「一秒でも早く麻衣さんを独り占めしたいな」

「っ！」

　羞恥が込みあげて固まり続ける私に、彼は見惚れてしまうほど優しげに微笑んだのだった。
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　まさかの告白をされてから、ひと月が経った。

　両想いだと判明してからは、彼と毎日メッセージアプリなどでやりとりをしている。

　亨さんはとてもマメな人で、仕事が忙しいにもかかわらず朝昼晩とメッセージを送ってくれている。

　亨さんが配属されている課などは聞いたことがないが、イベントごとに顔を出しているということは、きっと宣伝広告などメディア関連の仕事をしているのだろう。

　となれば、社内だけでなく外でのお仕事も多いはずだ。

　忙しいはずの亨さんが、時間を見つけて毎日メッセージを送ってくれる。

　とても嬉しいけれど、私は亨さんの仕事の邪魔をしたくないし、負担にもなりたくない。

　彼にそう電話で告げると『麻衣さん、僕から楽しみを奪うつもりなのかい？』と色気たっぷりの声で言われてしまった。

　囁かれるように言われてしまい、身体がゾクリと甘く痺れてしまう。

　お互い住んでいる場所は離れているのに、そんな声だけ残すなんて残酷だ。

　そんなこと口に出して言えるはずもなく、亨さんのお言葉に甘えて私も時間を見つけてはメッセージを送らせてもらっている。

　メッセージだけでなく、時折は電話でお話をすることもあるが、亨さんはとても仕事が忙しいようで夜もなかなか時間が取れないようだ。

　だからこそ、私たちが繋がる唯一の手段はメッセージアプリということになる。

「……会いたいです」

　誰もいない工房でバターを練りながら独り言を呟いてしまう。

　すぐ裏には実家があるので、いつ家族がやってきてもおかしくはない状況だ。恋人を想って独り言を言ってしまうところなんて、誰だって見られたくはないだろう。気をつけなくては。

　家族にはまだ亨さんのことを話してはいない。というか、誰にも話していない状況だ。

　たしかに付き合い出したが、まだまだ彼については知らないことばかり。

　少しずつ彼のことを知って、もう少し時間をかけて愛情を育てていきたい。そんなふうに思っている。

　もっと胸を張って彼氏、彼女という関係になってから誰かにこの幸せを話したいと思う。

　というのも、まだあまり恋人らしいことができていないからだ。

　付き合い出したあの日から、なかなかデートらしきものができずじまいでいる。どうしても休みが合わないからだ。

　亨さんの仕事が忙しいというのもあるが、基本的に彼は土日休み。それに対して、私は土日にイベントが重なることが多く、休むことができない。

　だが、両想いになったあの日の夜だけは、早めに店じまいをして夕ご飯を一緒にとることができた。

　私のことを常に気遣い、エスコートしてくれる様はまさに王子様！

　こんなに素敵な男性が私の隣にいる。それもお互いが好き同士で、付き合っているだなんて……。

　夢のようなことが自分の身に降り注ぎ、嬉しい反面、気持ちが落ち着かない。

　シンデレラも、こんな気持ちになったのではないかと思う。

　思いも寄らぬ幸せが降って湧いてきたのだ。きっと彼女も落ち着かずに大変だったことだろう。

　そんなことを思ってしまうほど、浮き足だってしまったあの日の私。

　思い出すだけでも恥ずかしくなるが、とにかく素敵な夜だったことは間違いない。

　亨さんが、タクシーで実家まで送ってくれたのだが、車内ではずっと手を握りしめられていた。それも、いわゆる恋人繋ぎというやつだ。

　手首を掴まれて告白されたときもドキドキしたが、このときも同じくらいドキドキが止まらなかった。

　もうすぐで自宅に着くと言うと、彼は押し殺したように呟いた。

「帰したくない」

　私が息を呑んで横に座る亨さんを見つめると、彼は困ったように眉を下げた。

「今度、会うときは……、帰しませんから」

　真剣な面持ちで言われたことは、今もしっかりと覚えている。

　思い出すだけで、胸の鼓動が高鳴ってしまうぐらいだ。

　しかし、あの夜以降、亨さんと会うことはできていない。

　だからこそ、付き合っているという実感が少ないのだろうか。

　もちろん、メッセージや電話でお互いのことを話す時間は楽しいし、大切な時間だ。

　だけど――やはり直接会いたい、顔を見たい。触れたい、触れてもらいたい。

　そんな願望ばかりが膨らんでしまう。

　小さく息を吐き出し、手を止めたときだった。スマホがブルブルと揺れる。

　手を洗ってスマホを確認すると、亨さんからのメッセージが届いていた。

『今週末の埠頭でのイベント、麻衣さんは出店する予定ですか？』

　以前、亨さんが姪っ子ちゃんを連れてやってきたイベントは毎月行われている。

　そのイベントの協賛会社にはＣ自動車が名を連ねているので、亨さんは今回も仕事でやってくるのだろう。

　私はすぐさま返事をする。

『はい。出店予定です』

　もしかしたら、イベント終了後に亨さんとデートできるかもしれない。

　期待に胸を膨らませていると、亨さんからすぐに返信が来た。

『良かった。僕も会場に行くことになりました。ちなみに日曜は？』

　慌ててスケジュールを確認する。今回のイベントは二日間にわたって行われる。

　だが、私は土曜日だけしか出店希望を出していない。

　前回もかなり売れたのだが、二日連続であの量を作って一人で売りさばくにはキツいと考えたからだ。

　頑張ることもできたが、ここ最近商品を卸すお店も増えて月曜出荷のものも多くなってきている。

　日曜は月曜に各お店に卸すものを作る日に当てようと、今回は土曜日のみの参加で日曜は見送ったのだ。

　その旨を亨さんにメッセージを送ると、すぐに返信が来た。

『じゃあ、イベントが終わったら花火を見に行きましょう』

『花火！　いいですね！』

　たしかに今週の土曜日は駅前から徒歩十五分の距離にある河原で花火大会があるはずだ。

　楽しみだな、と思いながらスマホを見つめていると、すぐに亨さんからのメッセージが届いた。

『土曜日の夜はあなたを独り占めできるということですよね？』

　ドクンと大きく胸が高鳴った。

　両想いになった日の夜を思い出す。あのとき、次は帰さないと言っていた亨さんの目は、本気だと物語っていた。

　今週の土曜は帰さない。亨さんはそう言っているのだろう。

　身体が熱くなる。彼と触れあったのは手と手だけ。恋人繋ぎをして、指から伝わる熱を感じたが、今度はもっと彼の熱を感じることができる……。

　カッと一気に身体中が熱くなり、スマホを握りしめた。

『はい、よろしくお願いします』

　そうメッセージを送った後に、羞恥で身体が熱くなる。

『楽しみにしています』という亨さんからのメッセージを見て、慌ててスマホをポケットにしまう。

　三日後には亨さんに会える。嬉しさでどうにかなりそうだが、それ以上に彼との関係が一歩進む予感を抱いて恥ずかしくなる。

　嬉しいのだけれど、恥ずかしい。とにかく落ち着いていられない。

「あー、もう！　落ち着いて、私！」

「なにを一人で騒いでいるの？」

「お、お母さん！」

　土曜日のことをいろいろと想像して叫んでいると、厨房に母が訝しげな顔をして入ってきた。

　私は動揺しながらも、「な、なに？」と平静を装う。

　最初こそ不審な表情をして私を見ていた母だったが、大事なことを思い出したように手をポンと叩いた。

「そうそう。明日から私とお父さん、おばあちゃんの家に行ってくるからね。前にも言っておいたでしょう？」

「おばあちゃんの家？　ああ、法事があるんだよね」

　母の幼なじみの三回忌が土曜日にあると、先月母から聞いていた。

　血縁ではないのだが、実家が隣同士で親戚同様の付き合いをしていたからぜひ来てほしいとお声がかかったようだ。

　父が運転する車で行き、ついでに実家に泊まる予定らしい。

　私は、一人家に残って留守番をする予定だったが、たぶん……、亨さんと過ごすことになるはずだ。

「土日、麻衣は一人だけど。大丈夫よね？」

「えっと、うん。あのね、お母さん。私、土日はちょっと……」

　言葉を濁す私を見て、母はニヤリと意地悪な笑みを浮かべた。これはなにか追求される予感がする。

「ふーん、へぇ、そう。麻衣にもようやく彼氏ができたかー」

「べ、別に。今までにもいたもの」

「だけど、焼き菓子屋始めてからは皆無だったでしょ？」

　なぜ知っているのだ、母よ……！　とはいえ、正直そこを突かれると痛い。唇を尖らせた私を見て、母はニヤニヤと意地悪く笑う。

「お父さんには黙っておいてあげるから、デート楽しんでいらっしゃいよ」

「うん……」

「そのかわり、今度私にだけでいいから紹介してね」

　あまり約束はしたくないが、ここで母に反発したら父に恋人の存在をバラされるかもしれない。

　そうなると、かなり大変なことになるだろう。

　父はいまだに一人娘である私に対し、過保護なところがある。

　父だけ残って、私を監視するなんて言い出す可能性大だ。

　わかりました、と肩を落とすと、母は鼻歌交じりで厨房を出て行った。

「とにかく！　今は仕事、仕事！」

　そう自分に言い聞かせたが、なかなか頬の赤みが引くことはなかった。










「まさか、雨に降られるとは」

「本当にすごい雨でしたね」

　いまだに雨は降り続いているが、先ほどまでと比べると、かなり落ち着いてきた。

　だが、いまだにゴロゴロと雷の音が轟いている。

　待ちに待った埠頭イベントの開催一時間前。急に辺りが暗くなったかと思ったら、雨がポツポツと降ってきた。

　これぐらいの雨脚なら開催決定かなぁ、と思っていた矢先、話し声が聞こえなくなるほどの土砂降りになってしまった。

　雨だけなら様子を見るということもあっただろうが、雷まで鳴り始めてしまったのだ。

　なにかあっては大変だ、ということで、イベント開催委員会は今日のイベント中止を発表した。

　今日のために作った商品をどうしようかと思っていたのだが、いつもたくさん商品を卸させてくれるスーパーから『月曜日じゃなくて今日商品を卸してもらうことは可能ですか？』という電話をもらい、今日のイベントのために作った商品は無事売り切ることができた。

　そして、予定より早い時間に亨さんとデートをすることになったのだ。

　駅前のカフェで待ち合わせをして軽くランチを食べ終わったところだが、この天候では予定していた花火大会も中止だろう。

　窓に打ち付ける雨を見つめて残念がっていると、テーブルに置いていた手に亨さんが手を重ねてきた。

　驚いて彼の顔を見つめると、切なそうな表情をしている。

　どうしたのか、と聞こうとしたのだが、亨さんの声にかき消された。

「麻衣さん」

　彼の緊張した空気が、私を包む。私まで緊張してしまい、固唾を呑んだ。

「待ちきれない……」

「え？」

「麻衣を抱きたい」

「っ！」

　ドクンと一際大きく胸が高鳴った。初めて呼び捨てで名前を呼ばれたことで、ドキドキが止まらない。だが、それどころではないと慌てて周りを見回した。

　ランチの時間をかなり過ぎたカフェには、あまり人がいない。

　店員も近くにはいなかったので、亨さんの言葉は誰にも聞こえていなかったことだろう。

　ホッと胸を撫で下ろしたものの、亨さんが私の手をギュッと握りしめてきたため、現実に引き戻されてしまった。

　亨さんは私を射貫くような目で見つめてくる。今まで見たことがないほど情熱的な眼差しで、私の身体は彼の視線だけで火照ってしまいそうだ。

　麻衣、と甘く響く亨さんの声に導かれて、私は小さく頷いた。

「行きましょう」

　亨さんは私の手を放すとジャケットを着込み、テーブルに置かれていた伝票を掴んだ。

　そして、私に手を差し伸べてくる。

「麻衣」

「……はい」

　恥ずかしさが込みあげる中、ゆっくりと彼に手を伸ばす。

　亨さんは私の手首を掴むと、そのまま会計に行って支払いを済ませた後、カフェを出た。

「花火を室内で見ようと思って、とっておきの場所を予約してあったんです」

「ど、どこに？」

　私の質問に答えることなく、駅に隣接されたホテルへと足早に移動する。

　そして、ロビーを突き抜け、すぐさまエレベーターに乗りこんだ。

　その早急さに目を丸くしていると、亨さんは突然私の肩を抱いてキスをしてきた。

「っふ……ぁ」

　柔らかい唇が私を捕らえた。最初から激しいキスをされ、思わず声が零れてしまう。

　唇を舌で翻弄した後、口内へと入り込んでくる。

　歯列を舐めるように動かしたかと思えば、私の舌に絡みついてきた。

　キスの気持ちよさに、もはや私の理性は崩れつつある。だが、ここはまだエレベーターの中なのだ。公共の場では慎むべきだろう。

　トントンと彼の胸を叩いてキスを止めたのだが、彼の腕は私の頭をかき抱いて、より深いキスを仕掛けてくる。

　再び零れ落ちてしまう甘い吐息さえも食らうような勢いで、亨さんはキスを激しいものにしていく。

　ポーン、という控えめなブザーが鳴る。どこかの階に着いたのだろう。

　ようやくキスを止めた亨さんだったが、私の腰に腕を回して足早に部屋へと急ぐ。

　その様はいつもの王子様とはかけ離れていて、私はドギマギしてしまう。

　一つの扉の前に立ち、亨さんはジャケットからカードキーを取り出して差し込んだ。

　緑色のランプが付き、カードキーを抜き取る。

　すぐさま扉を開くと、亨さんは私を部屋の奥へと連れて行った。

　そして、そのままベッドに押し倒され、私はものすごく慌ててしまう。

　なぜなら、亨さんの手は、すでに私のブラウスのボタンに手をかけ始めていたからだ。

「と、亨さん！　あの、まだ明るいですから」

「遮光カーテンをしているから薄暗いでしょう？」

　たしかにこの部屋は遮光カーテンで光をシャットアウトしているため、薄暗い。

　そうでなくても外は大雨。天気がいいときと比べて明かりは少ない。

　だが、私が言いたかったのは、まだお昼過ぎなのにこういう行為をするのはどうなのか、ということだ。

　察しの良い亨さんだから、私の気持ちに気がついているはずなのに、どうやら無視を決め込むつもりらしい。

　亨さんは、ベッドサイドにあったライトを付けた。暖色系の光は柔らかいが、ムーディーな雰囲気がプラスされてしまったようにも思える。

「あの、あのですね！　シャワーを」

　最後の抵抗をしたが、亨さんは首を横に振る。

「無理。もう、我慢できないって言わなかったかな？」

　ここにきて王子様スマイルは卑怯だ。彼の手を拒否できなくなってしまう。

　ボタンに手をかける亨さんを戸惑いつつも見つめると、彼は今まで私に見せたことがない表情を浮かべた。

　その顔には、明らかに苦悩と切羽詰まった欲情とが含まれている。

「ごめんね、麻衣。君を初めて抱くのに、こんなに余裕がなくて」

「亨さん？」

「僕も自分自身に驚いているんだ。理性がなくなるほど、誰かを欲しいと思うときが来るなんて思わなかった」

「っ！」

　そう言って亨さんは私に抱きついてきた。太ももの辺りに固いなにかが当たっているのがわかる。

「と、亨さん!?」

「ね？　わかるだろう、麻衣。もう、理性で押さえつけられないほど身体が反応してしまっているんだ」

　私の太ももにいきり立つ彼自身をグリグリと押しつけられ、私の顔は真っ赤に染め上がる。

「僕は今まで、女性に対して、紳士的な振る舞いができると思っていた。実際、そうしているつもりだったんだけど」

「……だけど？」

　亨さんの目が泳いだ後、決意を固めたかのように、今度は私の目を覗き込んできた。

　その瞳に熱くたぎるものを感じ、ドキッと胸が高鳴る。

「麻衣に対しては、紳士でいられない。ねぇ、麻衣。僕をどうしたいんだい？」

「ど、どうしたいって……」

　聞かれても答えようがない。私が目を白黒させていると、耳元にキスが落ちてきた。

「だから、もう……、君を抱かせて？　触れたくて触れたくて、どうにかなりそうだ」

　唇の感触にゾクリと背筋が震え、耳元に響く彼の声で甘い予感に胸が打ち震える。

　しかし、亨さんはそれ以上をしようとはしない。あくまで、私に決断を促しているのだ。

　こういうところは、やはり紳士で王子様だなと思う。

　だけどね、亨さん。こんなに濃厚なキスをしておいて、色っぽい声で囁かれたら……。私には頷くだけしか方法が残っていないのでは？

　ドキドキしながらも、私に覆い被さっている亨さんの前髪をかき上げた。

　おでこが見えると、なんだかあどけなさを感じる。

　いつもは大人で紳士な王子様という雰囲気が、一気に解き放たれた瞬間だった。

「亨さんって、ズルいですね」

「そうかもね。僕はけっこうズルいと思う」

「ほら、やっぱり。そんなふうに言われたら、これ以上はイヤとは言えなくなってしまいます」

「言えなくなればいいと思ってるよ。なんていったって、僕はズルいからね」

　一見、キラキラの笑顔を向けてくる王子様だが、瞳の奥を見ると待てができない猛獣のようだ。

　私が頷けば、きっとすぐに食べられてしまうのだろう。

　だけど、かまわない。彼になら、私をすべて食べ尽くしてもらいたい。

　こんな恥ずかしいことを思うまでに、私の恋心は大きく膨らんでいたようだ。

　前髪を振り払った後、そのまま彼の耳に手を置いた。

「でも、私もズルいんですよ。私だって亨さんに触れたいと思っていたくせに、自分はそうでもないみたいな素振りをしちゃいましたから」

「麻衣はズルくないよ。そういうのは、可愛いって言うんだ。これ以上、僕を狂わせてどうしたいんだ」

「えっと、どうしましょう？」

　小首を傾げると、亨さんは一瞬つらそうに眉を顰めたが、すぐに私の唇に優しいキスを落としてきた。

「こんなに可愛い麻衣を抱くんだ。なんとか理性を総動員して、優しく抱くから」

「……亨さんの好きにしてくれていいです」

　思わず呟いてしまった言葉を聞いた亨さんは、一瞬目を大きく見開いた後、困ったように顔をくしゃくしゃにさせた。

「ダメだよ、麻衣。僕の理性を試そうとしているの？」

「そ、そういうわけじゃ！」

　サッと頬に赤みが増すと、亨さんは私の頬を包み込むように撫でる。

「ごめんね、ここまで怖かっただろう？」

「怖くなんてなかったですよ？」

「ほら、麻衣は。そうやっていつも僕を甘やかす」

　チュッと音を立てて唇にキスをした後、亨さんは優しげに微笑む。

「つい、その優しさにつけ込みたくなる」

「亨さん……」

「ねぇ、麻衣。好きだよ……、気持ちが大きくなりすぎて、持て余しそうだ」

「っ！」

「もう、触れてもいいかな？」

　こんなときに甘えた声で聞いてくるなんて、それこそズルい。

　しかし、そんなズルい王子様に惹かれているのは、まぎれもなく自分自身なのだ。

「はい……」

　小さく頷いて返事をすると、耳元で彼の「ありがとう」と言う甘ったるい声が響いた。

　チュッ、チュッと音を立てて唇にキスをし始めた亨さんは、脱ぎかけだった私のブラウスに手をかけた。

　前をはだけられ、彼の目には私の下着が飛び込んできたことだろう。

　だが、そのことを恥ずかしがっている暇はなかった。

「背中、少し上げてくれる？」

　王子様スマイルとともに、甘い声でお願いをされる。

　私は熱に浮かされたように、素直に背中を上げた。

　キャミソールを押し上げられ、背中にあるブラジャーのホックも外される。

　ブラジャーを押し上げると、そのまま胸が揺れて外気に触れた。

「キレイだ、麻衣。もっと見せて？」

「っやぁ！」

　恥ずかしくて身体をよじって亨さんの視界から隠そうとしたが、無理だった。

　肩をベッドにグッと押しつけられた後、胸にキスが落ちてきた。乳房に唇を這わせる程度の軽めの愛撫だが、どうにもくすぐったくてたまらない。

　時折、彼の熱い舌がわざとらしく色づいた頂をかすめ、その度に身体がビクッと反応してしまう。

　恥ずかしい。だけど、呼吸が荒くなってしまって、漏れ出る甘い声を我慢できない。

　キュッと唇を噛みしめて耐えていると、これ見よがしに胸の頂を口に含んだまま、私を見上げてくる亨さんと目が合った。










[image: ]










　情熱的に見つめられてしまい、思わず視線をそらしてしまう。

「ダメだよ、麻衣。僕が君のかわいい乳首を舐めてるとこ、見てて」

「は、恥ずかしいっ……っああ」

「ほら、そうやって甘い声を出して、僕をもっと誘惑してごらん？」

　ピリッとした快感が背を走る。亨さんが頂を甘噛みしたのだ。

　腰がビクンと震え、下腹部が疼く。

　亨さんの愛撫によって、私の身体はさらに快感に貪欲になっていくようだ。

　胸を包み込むように揉まれたと思えば、今度は頂を摘まんで前後左右に軽く揺すられる。

　その度に固く閉じた口元が緩み、甘ったるい声が漏れてしまう。

　我慢しようとしても、できない。

　それほどの気持ちよさだった。

　指と舌に翻弄され続ける頂は、彼の吐息さえも敏感に感じとってしまう。

「ぅああ、んんっ……」

「かわいい、麻衣。僕の愛撫で感じる君を見て、理性を抑えるので必死だよ」

　チュッとキツく頂を吸われ、ビクビクッと身体がしなる。

　ハァハァと呼吸が荒くなっていると、息さえも奪うように亨さんがかじりついてくる。

　甘ったるくて優しいキスに身体が蕩けていると、亨さんの手が妖しげな動きをし始めた。

　右手が乳房から離れて、徐々に脇腹を辿り、腰をなで回す。

　それと同時に、亨さんの舌は首筋を通った後、胸の谷間に辿り着いた。

「っふぁ……ん」

「ふふ、キレイに付いた」

　チクリと淫らな痛みを感じたが、どうやらキスマークを付けられたようだ。

　人に見られる場所ではないが、お風呂に入ったときには目に入る場所でもある。

　これから数日、このキスマークを見て羞恥に悶えることになるのだろう。

　これ以上は付けないで、と視線でお願いしたのだが、その後も胸元に何箇所も赤い痕を付けられてしまった。

　キスマークに気を取られていた私の身体は言わずもがな無防備な状態になっている。

　そんな私の隙をついて、亨さんの手はスカートをたくし上げた後、ショーツを膝の辺りまで下げてしまう。

　そして、驚いている私を尻目に、亨さんの指は茂みを弄り始めてしまった。

「っゃあっ、そこっ」

「ん？　どうしたんだい、麻衣」

　彼の指は私の制止を物ともせず、茂みの奥へと進んでいく。

　すでに蜜で溢れているのは自分でもわかっているが、彼の指が秘部を擦るように動くと淫らな蜜音が聞こえて居たたまれなくなる。

　彼の指が動く度に、ますます蜜が零れ落ちていくのを感じる。

　亨さんが蜜口や陰芽を刺激してきたので、気持ちよさに耐えかねて腰がビクビクと震えてしまった。

　その動きは、彼の指の動きを助長するようにも感じ、恥ずかしさが込みあげてくる。

「ねぇ、麻衣。腰が動いているよ？　おねだりかな？」

「ち、ちがっ……!!　あああっ!!」

　蜜の絡んだ指で蕾を擦られ、目の前が真っ白に弾けた。

　久しぶりのセックスとはいえ、これだけで達してしまうなんて……。

　恥ずかしくてどうにかなってしまいそうで、急いで両手で顔を隠す。

　だが、顔を隠したって恥ずかしい場所は隠しきれていない。

「麻衣、顔を隠しても無駄だよ。ここはこんなに嬉しそうだ」

「も、もうっ！　意地悪です」

　指の隙間から彼を見つめると、嬉しそうに頷いた。

「そうだよ、さっきも言ったじゃないか。僕はズルくて意地悪なんだ」

「ひ、開き直らないでくださいっ」

「人間、開き直ったほうが勝ちなんだよ？　ほら、麻衣も。開き直って気持ちよくなって」

「開き直るって……」

「ここまできても、まだ自分は冷静だ、なんて言い聞かせてる？　でも、じゃあこの蜜はなにかな？」

「っ！」

「気持ちよくなっているなによりの証拠だし、麻衣の身体が僕の指を欲してくれている証拠じゃないかな？」

　亨さんの指が、蜜口にあてがわれ、今度はナカへと侵入してくる。

「ふっぁ……ああああ!!」

　彼の長い指が、的確に私のイイトコロを刺激してくる。

　初めて私に触れたにもかかわらず、最初からその場所を知っていたかのような動きに、喘ぎながらも困惑が隠せない。

　気持ちよすぎてツラそうな表情をしているのはわかっているはずだ。にも関わらず、彼は容赦なくクイッと指を折り曲げてグッグッと押すことで次々と快感を与えてくる。私はあまりの気持ちよさに耐えられず、上半身を反らした。

　私が異常に反応した箇所を、執拗に責めてくる指。甘い切なさで下腹部が収縮するが、一方で彼は嬉しそうに目尻に皺を寄せた。

「麻衣、気持ちよさそう。ナカがキュンって締めつけてくる」

「はっ、ぁあんんっ！」

　自分のナカが、彼の指を締めつけている。それが自分でも手に取るようにわかり、恥ずかしくて身悶えてしまう。

　指が出入りする度に、蜜が零れ出てくるのがわかる。

　亨さんはナカに指を入れたまま、私に抱きついて耳元で囁いた。

「麻衣、早く君のナカに入りたい」

「え、あ、あの……」

　直接的な言葉に、私は慌てふためいてしまう。

　今だって充分恥ずかしすぎる行為をしているというのに、相変わらず私はセクシャルな言葉に弱いらしい。

　意地悪な王子様は、私が恥ずかしがっていることをわかった上で、お伺いを立ててくる。

「ねぇ、お願い。もう、一刻も早く麻衣を感じたいんだ」

「っ！」

　早く、と甘えるような声で言われて、私はその声に反応するように小さく頷く。

　すると、私のナカから指を出した亨さんは、中途半端に脱ぎかけていた私の服を全部剥ぎ取った。

　その後は、亨さん自身も裸になり、ジャケットのポケットから避妊具を取り出して、すでにはち切れんばかりにいきり立っている自身に装着した。

「麻衣……、いい？」

「は、はい」

　久しぶりのセックスだ。もしかしたら痛みを伴うかもしれない。

　だが、そんな心配は杞憂に終わる。

「たっぷり蜜が垂れているし、柔らかく解れたからスムーズに入ったよ」

「っふ、ああ……っあ！」

　最奥までゆっくりと押し入った亨さんは、そのまま動くこともなく私を抱きしめた。

「気持ちいい。麻衣のナカ、とっても温かいね」

「と、亨さんも……、温かいですよ」

「ふふ、そうか。どう？　気持ちいい？」

「っ！」

　答えられないことがわかっていて、亨さんは聞いてくるのだ。本当に意地悪だ。

　視線を逸らした私に、亨さんはクスクスと楽しげに声を出して笑う。

「いいよ、今は言わなくて」

「え？」

「だけど、いつか言わせてみせるから。麻衣が気持ちいいって耐えられずに叫んでくれるの、楽しみにしてる」

　そんなこと言いません。そう、亨さんに抗議しようとしたが、その言葉が発されることはなかった。

　代わりに、私の嬌声がホテルの一室に響き渡る。

「ぅあああ、ん、……あああ！」

「もっと、可愛い声を聞かせて？」

　言葉遣いは丁寧だし、声だって優しげだ。だけど、容赦なく私のナカを刺激してくる。

　だからといって強引でもなければ、激しくもない。

　紳士的な動きとでも言うのだろうか。私のことを気遣っていることがわかり、嬉しくなってくる。

　大事にされている、そう実感できた。

「キツくない？　大丈夫？」

「だ、だいじょう……ぶっ！」

　荒れる呼吸の中、私は亨さんに笑いかけた。

　すると、亨さんは切なそうに眉を下げる。

「このタイミングで、その笑顔は反則」

「え？」

「大事にしたいのに、我慢できなくなる」

「ああああっ!!」

　腰の動きを速くした亨さんによって、私はますます快楽の海へと潜っていく。

　最奥を何度も突かれ、目の前が真っ白になってくる。

「ああ、と……るさ、ん！　も、もうっ！」

「いいよ、イッて？　麻衣」

　より速くなった腰の動きに、私の腰も淫らに揺れる。そして――私はシーツの海へと身体を預けたのだった。
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（ああ！　思い出しただけでも、顔から火が出そう）

　焼けるクッキーの香りを嗅ぎながら、私は恥ずかしくなり、一人厨房で頬を押さえた。

　今の私は、きっと顔も耳も真っ赤になっていることだろう。

　オーブンの熱気のせいだけではない。それだけは言える。

　亨さんと心も身体も一つになった日のことを思い出し、何度こうして一人悶えたことか。

　少なくとも十回はしているだろう。もちろん、今日一日だけで、だ。

「はぁ……、今思い出しただけでも恥ずかしい」

　あの日、昼間から亨さんと身体を重ねてしまった。

　それだけでも恥ずかしいのに、より恥ずかしさが募るのは、気持ちよさに溺れて、何度身体を重ねたかすら覚えていないからだ。

　今までの人生で、あんなふうに何度もセックスをしたことなどない私にしてみたら、とんでもないことだ。

　だけど、嬉しかった。それが本心だ。

　亨さんとはずっとすれ違うばかりの生活が続き、お互いが気持ちを伝えることができる手段はメッセージアプリと電話のみ。

　そんな期間がずっと続けば、会えるだけで幸せ、触れているだけで天にも昇る心地なんて思ってしまっても仕方がないことだ。

　あれから一週間が経ったが、相変わらず私たちの休みはずれていて会うことができないでいる。

　亨さんと抱き合って気持ちを確認した後は、「この夜のおかげで、これからまた会えない日が続いたとしても大丈夫だろう」なんて思っていたが、それは大きな間違いだった。

　かえって人肌恋しくなってしまった。

　亨さんに会いたい、亨さんのぬくもりに包まれたい。貪欲にもそう願うようになるなんて……。

　少し触れたら、もっと触れたくなる。そんな感情を認識するたびに、人間の欲というものは、どこまでいっても尽きないものなのだなぁなんて思ってしまう。

　オーブンがチンと軽快な音を立てる。ようやくクッキーが焼けたようだ。

　ミトンをはめ、オーブンを開く。すると、クッキーの香ばしい香りが厨房いっぱいに広がった。

　うまく焼き上がったクッキーを見て、思わず顔が綻ぶ。

　これを網の上にのせて冷ました後、ラッピングという手順に入る。

　クッキーが冷めるまでにはまだ時間がかかるだろう。

　それを待つ間にでも、納品に行こうと腰を上げる。

　厨房の鍵を閉め、商品を車に積み込む。そして、納品させていただいているカフェへと向かった。






「麻衣さん、いらっしゃい。いつもありがとうね」

　にこやかに声をかけてくれるのは、カフェのオーナーだ。

　彼女とは歳が近く、お互いに良い刺激を受けている間柄でもある。

　挨拶をし終えた私は、カフェに設置されている商品棚にマフィンやクッキーを並べていく。

「こちらこそ、いつもありがとうございます！　今日はですね、新商品を持ってきました」

「わー！　嬉しい。前に頼んでいたモノね？」

「はい」

　このカフェでは、飲み物を頼んでくれたお客様に焼き菓子を添えている。

　甘いモノを少し摘まんで、ゆったりした気分になってもらいたい。そんなオーナーの願いから始まったサービスだ。

　このカフェでお客様に出されるクッキーは、すべて私の手作りである。

　毎週品を変えて提供させていただいているのだが、今回はオーナーたっての希望でラング・ド・シャを作ってきた。

　ラング・ド・シャとは、フランス語で「猫の舌」という意味のクッキーだ。

　口の中に入れたときの、軽く溶けるような食感が特徴である。

　そのクッキー自体は今までも作っていたのだが、間にジャムを挟んでほしいという要望をオーナーから先日言われ、試行錯誤してできあがったクッキーだ。

　ジャムが甘いので、クッキーは甘さひかえめにしたり、いろいろと工夫した自信作でもある。

　オーナーにも試食してもらったが、好感触でホッと胸を撫で下ろす。

　来週もよろしくね、というオーナーの朗らかな声で送り出されて店を出た。

　そのときだった。私に向かって声が投げかけられる。

「ねぇ、あなた。この焼き菓子屋の店長かしら？」

　慌てて辺りを見回すと、私の移動販売車の近くに一人の女性が立っていて販売車を指差している。

　同年代くらいだろうか。とても美しい女性で、服装もとても華やかだ。表情にも自信がみなぎっているように感じる。






　その女性は私にゆっくりと近づき、名刺を差し出してきた。

「私、神尾と申します」

　彼女から名刺を受け取り、それに目を通す。彼女の名前の上には、〝取締役社長〟と書かれている。

「社長さん、なんですか」

「ええ。着物のレンタル会社をしていますの。以後、お見知りおきを」

　優雅に微笑む彼女は、自信と気品を持ち合わせていた。同じぐらいの年齢なのに、私とは全然違う。

　だが、どうして彼女は私に声をかけてきたのだろうか。

　不審に思っていると、彼女は移動販売車に視線を向けた。

「この車。Ｃ自動車のですわよね？」

「え？　ええ……」

　突然なにを言い出すかと思えば、私が所有している移動販売車の話題を出してきた。

　彼女が言うように、私の車はＣ自動車が製造販売しているものだ。

　Ｃ自動車は自家用車を中心に製造販売しているが、営業用の車も多数ラインナップに並んでいる。

　世界的にも有名なＣ自動車のお膝元である、この県はいろいろな恩恵を受けていると思う。

　雇用はもちろんだし、公共機関にもＣ自動車が全面的にバックアップをしているものも数多くある。

　それに県下で行われるイベントの協賛にＣ自動車の名前が多いことは、イベントに出店している私もよく知っている。

　亨さんの勤め先ということで、ここ最近は否応なしにＣ自動車の名前を聞くと反応してしまっていた。

　テレビを見ていてもＣ自動車のＣＭが流れると、見入ってしまうほどだ。

　我が家の車はすべてＣ自動車のもので、家族も気に入っているメーカーである。

　そのＣ自動車がどうしたというのだろうか。

「Ｃ自動車、取締役社長のお名前をご存じ？　近江さんとおっしゃるの」

「近江……！」

　亨さんと同じ名字だ。いや、でもまさか……。

　戸惑っている私に、彼女は小さく笑った。

「そう。もうお気づきかと思いますけど、あなたがお付き合いしている亨さんは、Ｃ自動車社長の息子。いずれＣ自動車を背負って立つお人なの」

「そんな……」

　愕然としている私に、彼女は小さく息を吐き出した。

「やっぱり、あなたご存じなかったのね。お可哀想に」

　まさか、と彼女の言うことを否定したかった。だが、否定できない現実が私の心を取り巻いていく。

　亨さんが常にまとっているオーラや言動などから、王子様を想像したことは何度もある。

　キレイな容姿だけではなく、気品というか、常にトップに君臨しているような雰囲気を感じることが多いので〝王子様〟なんて心の中で呟いていたりもしたのだ。

　だからこそ、彼女の言うことにも納得してしまった。

　そうか、だから彼は普通のサラリーマンとは違う雰囲気をまとっていたのだ、と。

　腑に落ちた後に襲ってくるのは、不安だ。

　我が家はごくごく普通の家庭だ。

　世界有数の車メーカーであるＣ自動車の御曹司と渡り歩けるほどの財力もなければ、家柄も雲泥の差である。

　それに私は、ただの焼き菓子屋。なにかのコンテストでグランプリを取ったとか、そんな輝かしい実績があるわけではない。

　まだ弱小すぎて店を構えることができない焼き菓子屋の私と、世界に羽ばたくＣ自動車の御曹司。

　天と地ほどの差があることは歴然だ。

　彼とのいろいろな差がありありとしており、私は途方に暮れた。

「私は、近江社長に亨さんのことをよろしく頼むと言われていますの」

「え……？」

「私と亨さんは許嫁という間柄、そう言えばわかっていただけるかしら？」

「許嫁……？」

「ええ。だけど、彼はなかなか私との結婚に承諾してくれないの、困った方でしょ？」

　コロコロと笑う彼女の声が、耳鳴りのように聞こえる。

　呆然としている私を見て、彼女は突如笑うのを止めた。

「亨さんがあなたと付き合い出した理由。それは、カムフラージュが欲しかっただけ」

「カムフラージュ？」

　神尾さんは小さく頷いた後、息を吐き出す。

「彼は元々誰とも結婚をしたくないと言い続けているの。だけど、近江社長が強引に結婚を進めようとするから、偽彼女を作って結婚から逃げた」

「そ、そんな……」

「あなたは知らないでしょうけど、亨さんは結構策士よ。利用できるうちは利用して、必要ないと思えば容赦なく切り捨てる。そして、本性は誰にも見せないの」

「……」

「あなたは、最終的には捨てられるのよ。だから、早めに教えてあげようと思って会いに来ました。悪いことは言いませんから、早く夢から覚めたほうがいいわ。あなたのためよ？」

　視線を落とし、ギュッと手を握りしめている私に、彼女は冷たく言い切った。

「私は亨さんの妻となる身。早々に身を引いてください。迷惑だわ！」

「っ！」

「亨さんに自分はカムフラージュなの？　って聞いてご覧なさいな。彼は本当のことは言わず、ごまかすでしょうから」

　それだけ言うと、彼女は近くに止まっていた黒塗りの高級車に乗り込んだ。

　ウインカーを出した後、車はゆっくりと走り出して私の横を通り過ぎていく。

　嵐が去った。

　そんな気持ちになったが、私の胸にはいまだに不安な気持ちがくすぶっている。

　亨さんは、とても素敵な男性だ。しかし、それだけではなかった。ステータスもかなりハイグレードだったのだ。

　いろいろな女の人が彼を取り囲んでいたのだろうと、彼の素性を知らなかった頃でも簡単に想像できた。

　彼が私を選んでくれたときは嬉しいと思った反面、「本当に私で大丈夫だろうか」とかなり不安になったことは記憶に新しい。

　いや、現在進行形であると言っても過言ではないだろう。

　そこにきて、先ほど神尾さんから聞いた言葉の数々は胸にズシッと重くのしかかる。

　なにより、亨さんがあのＣ自動車の御曹司であるという情報を突きつけられ、私は足元が震えだしてしまう。

　彼からの愛を疑いたくはない。だけど、どうして私に本当のことを話してくれなかったのかと、そちらのほうが気にかかる。

　神尾さんが先ほど言っていたように、私をカムフラージュとして利用するために付き合い出したのだろうか。

　本当のことを話してくれなかったのは、いずれ私と別れるつもりだったから？

　亨さんがＣ自動車の御曹司だとわかったとき、私がそのステータスに縋りつくと面倒だと思って言わなかったのかもしれない。

　もし、カムフラージュが欲しくて探していたのなら、彼のことをなにも知らない私は格好の獲物だったのだろう。

　考えれば考えるほど、頭の中も心の中もぐちゃぐちゃになっていく。

　亨さんの本心が知りたい。今すぐ確かめたい。

　もしかしたら、神尾さんが言っていたことは全部嘘だという可能性だってある。

　カフェエプロンからスマホを取り出して、ギュッと握りしめる。

　ただいま夕方の四時。亨さんは忙しくしている時間だろう。

　亨さんの迷惑になるから、といつもならこの時間に電話をすることはない。

　メールでそれとなく聞いてしまおうか、そんなふうに考えもしたが、既読になるのを待ち続けるのもつらい。

　返事がメッセージだけで返ってきて、そのまま「さようなら」なんて別れの挨拶をされたら居たたまれないだろう。

　メッセージアプリでの返信で、この関係に終止符を打たれるのはさすがにつらすぎる。

　私は、このカフェへの配達が終わったので今日の仕事は終わりだ。

　明日の仕込みもすでに終えており、今日はいつになく時間にゆとりがある。

　真実を知るのは怖い。だが、このまま知らないふりなんてできない。

　亨さんはなぜ私に素性を明かさなかったのか。それを聞くのはかなりの勇気がいる。

　真実を教えてほしい、と亨さんに聞くことが、私にとって良いのか悪いのかわからない。

　だけど、モヤモヤしたままでは、今後の付き合いだってできなくなってしまうだろう。

　私はフゥと深く息を吐いた後、メッセージアプリを起動する。

『今夜、お時間はありますか？』

　それだけ入力して、送信する。すると、すぐに既読がつく。

　あまりに早い反応に、かなり戸惑ってしまう。

　まさか、すぐに既読になるとは思っていなかったからだ。

　スマホをギュッと握りしめていると、すぐにブルブルと震えて返信が届いたことを知らせる。

『どうしたの？　麻衣。なにかあった？』

　この返答に、指が止まる。

　本当のことをメッセージで送ったほうがいいのだろうか。

　そんな迷いに揺れていると、すぐにスマホが揺れた。

『いつも遠慮してなかなか日中にメッセージ送ってこないから、ちょっと心配したけど。でも、麻衣から誘いのメッセージが来て嬉しい』

「っ！」

　絵文字つきの可愛らしいメッセージに思わず目尻が下がるが、同時に涙が零れそうになってしまった。

　亨さんを信じたい。心の底からそう思う。

　だが、今の私の心は疑心暗鬼だ。

　亨さんが優しいメッセージを送ってくれたとしても、その裏に潜んでいるかもしれない感情を探ってしまう。

　こんな自分はとても嫌いだ。だけど、イヤな予感が私の思考を蝕んでいき、どうにかなってしまいそうだった。

　今、亨さんを前にしたら、どんな汚い感情が飛び出してしまうのだろうか。

　自分のことながら、それが一番怖かった。

　すぐに別れようと思っていたから、という理由で素性を私に明かさなかったなんて言われてしまったら……、ひどい言葉で批判してしまうのかもしれない。

　怖い。彼のことが好きでたまらないからこそ、怖さが募っていく。

　だけど、知りたい。真実を知りたいのだ。

　私は願うような気持ちを抱きながら、震える指で画面をタップしていく。

『できたら、会いたいなぁと思いまして』

　文章だけでも深刻な雰囲気を出したくなくて、本題を匂わせないようなメッセージを送る。

　すぐに既読になったと思った瞬間、スマホから着信音が鳴り響いた。どうやら、メッセージではなく、電話のようだ。

　慌ててディスプレイを見ると、電話の主は亨さんだった。

　ドキドキする胸をギュッと押さえながら、通話のボタンを押す。

「亨さん？」

　声が少し震えてしまい、顔を顰める。

　私の様子がおかしいことに亨さんが気がつきませんように、そう願いながら彼の言葉を待つ。

　私の心配をよそに、亨さんの声は弾んでいた。

『嬉しい』

「え？」

　噛みしめるように亨さんは呟いた。その声に驚いていると、彼は楽しそうに笑った。

『ねぇ、麻衣。君からこうして会いたいって言ってくれるのは初めてだよね？』

「そ、そうでしたか？」

　そうだよ！　とむきになって言う亨さんの声を聞いて、涙が零れ落ちてきてしまった。

　頬を伝う涙を手の甲で拭く。

　だが、声を震わせるわけにはいかない。泣いていると悟られるわけにはいかないのだ。

　心を落ち着かせたくて呼吸を整えていると、亨さんは『ちょっと待ってね』と言って、電話の向こうで誰かと話し始めた。

　時折聞こえてくるのは、男性の声だ。

　内容はしっかりと聞こえないが、なにかを話し合っているようにも聞こえる。

　助かった。この間に少し心を落ち着かせておこう。

　何度か深呼吸をしていると、亨さんは『話を中断してしまってごめんね』と謝りながらこちらの会話に戻ってきた。

『今夜、時間が取れることになったよ』

「え？」

『え？　って。麻衣が誘ってきたんでしょう？』

「そ、そうですけど」

　いつも忙しい亨さんだ。急に時間が空くとは思っていなかった。

　会えないものだと想定して、仕事終わりに少しだけ時間をもらって電話で真相を聞こうと思っていたので面食らってしまう。

　戸惑っている私に対して『本当、麻衣はかわいいね』と相変わらずのリップサービス付きだ。

　いつもなら「会えるなんて嬉しい！」と飛び跳ねるところだが、今日は忙しいと言ってもらいたかった。

　自分から時間はないかと誘っておいて矛盾していることはわかっている。

　だが、彼を目の前にして真実を聞くことができるのか。その答えを受け止めることができるのか。

　今の私にはわからなかったのだ。

『じゃあ、麻衣。車だと通勤ラッシュに嵌まってしまうから電車に乗って行くよ。駅前に集合でＯＫかな？』

「あ、はい。えっと、何時頃になりそうですか？」

『んー、そうだね。……十九時頃でも大丈夫かな？』

「はい、大丈夫です」

『じゃあ、電車の時間がわかったらメッセージ入れるからね』

　お願いします、と緊張しながらもなんでもないフリをして言うと、亨さんは甘く囁いた。

『早く、麻衣に会いたい』

「っ！」

『あと少し仕事頑張ってくるよ』

　それだけ言うと、亨さんは電話を切った。

　私はというと、放心状態でスマホをエプロンのポケットにしまった後、空を見上げる。

　まだ夕焼けまでには少し時間がかかるだろう。だが、覚悟を決めるための時間にしたら短すぎる。

（亨さんを信じていたい……）

　キュッと唇を噛みしめた後、車に乗り込んだ。

　神尾さんが言っていたことが全部嘘でありますように。

　Ｃ自動車の御曹司で、カムフラージュのために私と付き合いだしたとか。婚約者がすでにいるだとか……。

　全部、嘘であってほしい。嘘だと言ってほしい。

　とにかくいろいろと考え込むより、真実を亨さんの口から聞くのが一番だろう。

　わかっているのになかなかわかろうとしてくれない私の心は、ただ不安に揺れるだけしかできなかった。

　なんとか家まで辿りついた私は、シャワーを浴びてメイクを直す。

　そして、「今度のデートで着たいな」と一目惚れして買ったワンピースを着た。

　黒のワンピースで大人っぽさを出したいと思って購入したのだ。

　亨さんの隣にいるというのは常に緊張する。

　あれだけ素敵な人の隣に立つというのは、相当な覚悟が必要なのだと初デートのときに思い知った。

　通りすがる人たちは亨さんを見た後、どうしたって隣にいる私に視線を向ける。

　私に視線を向けた人がどう思うのか。想像するだけでも怖くなってしまう。

　だからこそ、身だしなみだけでもと気をつけていたのだが……。

　とにかく、今の私はネガティブだ。暗く落ち込んだ気持ちのまま亨さんに会うことに躊躇してしまうが、逃げるわけにもいかない。

　そろそろ家を出なければ、待ち合わせの時間に遅れてしまう。

　慌てて駅へと向かうと、指定された待ち合わせ場所で亨さんはすでに待っていた。

　私は、はやる気持ちを抑えつつ、彼に近づく。

「ごめんなさい、遅れました」

「いいよ、大丈夫。今、来たばかりだから」

　朗らかに微笑む様は、いつもどおり王子様のようだ。

　いつもならこの笑みで浮き足立ってしまうのに、今の私はそれどころではない。

　沈痛な面持ちの私を見て、亨さんの眉間に深い皺が刻まれた。

「どうしたの？　麻衣」

「……」

「なんだか元気がない」

「そ、そうですかね」

　少しごまかしてみたが、亨さんには通じなかったようだ。

　心配そうに私に手を伸ばしてくる。だが、脳裏に神尾さんから聞いたことがよぎってしまい、亨さんの手を拒んでしまった。

　亨さんは、宙ぶらりんになってしまった手を下げず、強引に私の頬に手を伸ばした。

　驚いて目を丸くすると、亨さんの表情が厳しいものへと変わる。

「麻衣、どうしたんだい？」

「……」

「考えてみれば、今日の誘いも麻衣らしくなかったね。いつもなら、僕に気を遣ってばかりで自分から会いたいなんて言わないよね」

　その通りだ。私はいつも亨さんに無理をしてほしくなくて、寂しくても会いたいなどと言ったことはない。

　黙ったままの私を見て、亨さんは小さく息を吐き出した。そんな彼の様子に、私の肩がビクッと震えてしまう。

　優しく私の頬を撫でる亨さんから顔を逸らすと、彼は私の顎を掴んでむりやり顔をまっすぐに向けさせられた。

　これでは、否応なしに亨さんの目を見つめてしまうことになる。

　視線を泳がせようとしたが、彼は強い眼差しで私を見つめた。

「麻衣から会いたいと言ってもらって有頂天になって飛んできたんだけど……。僕は、もう少し麻衣のことを理解しなくちゃいけなかったようだね」

「ど、どういう意味ですか？」

　我慢していたが、ここにきて声が震えてしまう。その震える唇を、亨さんは指で辿った。

　ここは、駅のコンコースだ。

　駅を利用する人たちが足早に歩いているとはいえ、私たちのことは視界に入っているかもしれない。

　急に羞恥に苛まれた私は咄嗟に彼から離れようとしたが、それを亨さんは許してくれない。

　ジッと強い眼差しで見つめられてしまい、微動だにできない状況だ。

　見つめられることで、私の気持ちを見透かされてしまいそうで怖かった。

「今まで、どんな状況下でも麻衣は僕のことを気遣って、会いたいとは言わなかったよね？　僕の仕事が忙しいから、ここまで来てもらうのは申し訳ないから。そんな言い訳ばかり聞いていたのに」

「……」

「君からの誘いに浮き足立って、君の気持ちを汲んであげることができなかったようだね。ごめんね」

　そう言って、私の唇に指を添わせていた亨さんだったが、動きを止める。

「麻衣、なにが君の身に起こっているんだい？」

　キュッと唇を噛みしめると、亨さんは心配そうに私の顔を覗きこんできた。

「僕に相談があるんじゃないのかな？」

　亨さんはいつもどおり優しい声色で話しかけてくれる。

　彼の様子を見て、私は決意を固めた。

　大丈夫。目の前にいるのはいつもの亨さんだ。

　万が一、神尾さんが言っていたように亨さんが御曹司だったとしても、彼が素性を隠していたのは、なにか理由があるに違いない。私と別れる前提で、素性を明らかにしなかったわけではないはずだ。

　自分に言い聞かせた後、戸惑いながらも口を開く。

「私、亨さんに聞きたいことがあります」

「なんだい？」

　青ざめている私に気がついているのだろう。彼の声にも固さが見られる。

　私は背筋を伸ばし、彼をジッと見つめた。

　どうか、私の考えは間違いでありますように。亨さんの私への気持ちは嘘ではありませんように。

　願うように目を一度閉じた後、ゆっくりと開いた。

　そして、一息に疑問を告げる。

「亨さんはＣ自動車にゆかりのある方ですか？」

「……え？」

「社員として働いているということではなく。Ｃ自動車創立者一族という意味です」

　亨さんのキレイな顔が、一瞬にして蒼白となった。

　それがすべての答えだったように思う。

　俯いた私に、亨さんは「麻衣……、今まで隠していてごめん」と小さく呟いた。

　ゆっくりと顔を上げると、そこには苦渋に歪む彼の顔があった。

「どこで知ったの？」

「えっと……、経済誌で」

　本当のことを言いたくなくてごまかした私に対し、亨さんは空を仰いだ。

「ああ、先週出たばかりのヤツだろうな」

　思い当たる節があったようで、亨さんの表情が苦渋に歪む。

　黙ったままの私に、亨さんは頭を下げてきた。

「ごめん、麻衣。本当のことを話すことができなくて……。ようやく君の気持ちを手に入れたんだ。手放したくなかったから言えなかった」

「……」

「たしかに僕はＣ自動車の関係者だ……。会社の跡を継ぐ人間だと知ったら、奥ゆかしい麻衣のことだから、怯えてしまうんじゃないかと思ったんだ」

「亨さん」

「ごめん。本当にごめん」

「亨さんの気持ちはわかりました。でも、隠し事はもうなしですよ？」

「……本当にごめん、麻衣」

　私を抱き寄せ、亨さんは耳元で囁いた。

　必死に謝る亨さんの言葉を聞きながら、私はキュッと唇を噛みしめる。

　彼は今、私の表情に気がついていない。そのことに「助かった」と内心ホッとした。

　今の私の顔は、かなりひどいものだと思う。

　こんな苦痛に満ちた表情を彼が見たら、ますます私に謝罪をしてしまうだろう。

　これで神尾さんが言っていたことは正しかったと認めざるを得なくなった。

　亨さんはＣ自動車の御曹司で間違いなかったのだから。

　そうなると、神尾さんが言っていた通り、私は亨さんの期間限定の恋人で、結婚から逃げるためのカムフラージュという可能性が極めて高くなってきた。

　だって、『隠し事はもうなしですよ？』という私の問いには答えてくれず、告げられたのはただ謝罪の言葉だけだった。私の質問を意図的に流したのだ。

　それがすべてを物語っているように思う。

　なにもないよ、といつものように優しく言ってもらいたかった。

　そうすれば、彼を信じることもできたのに……。

　だが、彼は謝罪をしながら、私の質問には答えずごまかした。

　彼は、最後までカムフラージュの件を私に言うつもりはないのかもしれない。

　もしそうだとしたら、なにも言わずに、別れを切り出してくるはずだ。

（でも、好き……、亨さんのことが好き）

　私からは彼にさよならを告げることはできそうにもない。

　嘘でも嫌いだなんて別れの言葉を言う自信はないからだ。それなら、彼が別れ話を切り出してくるのを待とう。

　彼からきっぱりと振られれば、きちんと受け入れることができるのではないかと思う。

　それに、彼のためになるのなら……。恋人としてのカムフラージュを引き受けてもいい。

　それが、最後にできる彼への感謝と愛の気持ちだ。

　それまでは、夢を見ていたい。

　亨さんにカムフラージュとして愛されていた、という悲しい夢だけれど――。
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　あれからすぐ、会社から緊急の電話が入り、亨さんは会社に帰ることになってしまった。

　彼がいなくては始まらない案件だったらしく、どうしても戻らなければならなかったらしい。

　その電話を受け取ったときの亨さんは本当に名残惜しそうで、何度も何度も私に頭を下げていた。

　彼は、世界屈指の自動車メーカーであるＣ自動車の若き御曹司だ。

　こんなふうにいつも仕事に追われているのだろう。それなのに、私のワガママを聞いてくれた。それだけで充分だった。

「気にしないでください。大丈夫ですよ」

　微笑む私に、亨さんは何度も首を横に振った。

「僕は大丈夫じゃない。麻衣と離れたくない。麻衣が明日仕事じゃなければ、家まで連れて帰りたい」

　私を引っ張って連れて行きそうな勢いの亨さんを、笑顔で止めた。

「……仕事がありますから」

「わかってる……、わかってるよ」

　困ったように眉を下げた後、私を抱き寄せる。

　あ、と驚いた瞬間だった。

　亨さんが人目をはばからず、私にキスをしてきたのだ。

　恥ずかしい気持ちが込みあげてきたが、もしかしたらこれが最後のキスかもしれないと思い、大胆にも私から舌を絡ませていた。

　ビクリと亨さんの舌が反応して、彼が驚いたことがわかった。だが、すぐに彼の舌も絡んでくる。

　長い間キスをしていたのだが、亨さんのスマホの着信音が再び鳴り響き、そこで中断した。

「麻衣も、離れたくない？」

「本当は離れたくないです」

　亨さんが一瞬息を呑んだのがわかった。

　きっと、私が素直に感情を露わにしたから驚いているのだろう。

　それに、いつもの私ならこんなこと絶対に言葉にしない。それがわかっているからこそ、亨さんは嬉しそうに破顔したのだ。

「麻衣もそう思ってくれて嬉しい……、次回はもっとゆっくりキスしてあげる」

　その言葉に対しての返事はしなかった。

　曖昧に笑って言葉を濁したのだが、亨さんは私が恥ずかしがっていると思っているはずだ。

　だけど、本当は違う。

　もう二度と彼とキスをする機会はないかもしれないから。そんな切ない気持ちが込められていたことに彼は気がついていないだろう。

　彼が仕事に戻ってしまったため、私は放心状態で実家へと帰ってきていた。

　もう、なにもしたくない。ただ、ベッドの上で膝を抱えて小さく丸まることしかできなかった。

　どうしようもなく落ち込んでいると、スマホが揺れる。亨さんからの電話だ。

　慌てて通話ボタンを押して「もしもし」となるべく冷静を装って電話に出た。

『麻衣。今、大丈夫かな？』

「はい、大丈夫です。あの……、お仕事は大丈夫だったんですか？」

『ありがとう、なんとかなったよ』

「良かったです……」

　それ以上言葉を紡げなくて黙りこくっていると、電話口で亨さんが『今日は本当にごめん』と悲痛な声色で言う。

『謝りついでに、もう一つ謝りたいことというか……、頼みたいことがあるんだけど。いいかな？』

　言いづらそうな亨さんの態度に、「ついに来たか」と胸の奥がズキズキと痛み始めた。

　面と向かっては言えないから、電話で済ませようと思っているのだろうか。

　グッとスマホを握りしめていると、亨さんが申し訳なさそうに口を開いた。

『うちの両親に麻衣のことを話したんだ』

「え？」

『と、いうか。今日、仕事をものすごい勢いで片付けてから麻衣のところに行ったんだけど。そのことをどこかで聞きつけたみたいで、急いでどこに行ったのかって聞かれてね。麻衣のことを話したんだ』

「……」

『それで、両親が麻衣に会いたがっている』

　まさかこんな展開になるとは思っていなくて、言葉が出てこない。

　亨さんは小さく笑った後、『今週の土曜日、麻衣は仕事？』と聞いてきた。

　慌ててスケジュール帳を見てみると、一日オフの予定だ。そのことを亨さんに告げると、安堵のため息が聞こえた。

『土曜日、うちの両親に会ってもらえないかな？』

「……」

『もちろん無理強いはしないよ。麻衣がまだうちの両親に会う勇気がないっていうのなら、待つつもりだよ』

　柔らかい声色はいつも通りの亨さんだ。

　だが、本心はどうなのだろうか。そんなことを考えてしまう自分に嫌気がさしてしまう。

　急に自分の両親と私を引き合わせようと動いたのは、猶予がないと思ったからなのかもしれない。

　私が万が一、彼のステータスに目がくらんで「別れない」と言い出すのを亨さんは恐れたのだろう。

　ゴタゴタして別れられなくなる前に、カムフラージュとして私を利用し、切り捨てるつもりなのだろうか。

　それでも、私は彼を最後まで助けてあげたいと思ってしまう。

　惚れた弱みなのかもしれないが、自分でもバカげていると思う。

　最初から捨て駒としてしか私を見てくれなかった人に、そんな情けをかけなくてもいいと誰しもが思うことだろう。

　しかし、私は、短い期間だったが、亨さんの彼女で幸せだった。だから、騙されたまま別れようと思っている。

　彼は、私が想像もできない世界で生きている人だ。

　それなら、私は添い遂げられなかったとしても、少しでも彼の力になってあげたい。それぐらいしか、彼にあげられるモノはないのだから。

　なんて思いながらも、本当はつらくて苦しい。

　私はそんなできた人間ではない。嫉妬だってするし、醜い感情だって抱くことはある。

　だからこそ、「嘘だよ」と彼に言ってほしかった。

　しかし、彼がＣ自動車の御曹司であることは本人が認めているし、彼の父親が決めたという婚約者もいる状況だ。

　父親に無理矢理縁談を勧められた亨さんは、どうしても縁談を断りたくてカムフラージュとして私と付き合いだした。

　彼の婚約者だという神尾さんの言葉を鵜呑みにすれば、用がなくなれば捨てられる。時間の問題なのだと思う。

　それなら、強がりだとしても潔くキレイに去りたい。そんなプライドくらいは私にだってあるのだ。

「いいですよ」

『え？』

「え？　って。亨さんが私にお願いしてきたんでしょう？　驚かないでくださいよ」

『いや、断られるかなぁと思っていたから。本当に大丈夫？　無理してないかな？』

「してませんよ。ただ、緊張はするかもしれませんね」

『大丈夫だよ。僕がずっと麻衣の手を握っていてあげるから。心配いらないよ』

　そう告げる亨さんの声は弾んでいる。

『うちの両親、麻衣にとても会いたがってるんだよ。だから緊張しなくても大丈夫だからね』

「ふふ、亨さんにずっと手を握ってもらっていれば、大丈夫だと思います」

『うん。じゃあ、土曜日の朝。そちらに迎えに行くからね』

「はい、お待ちしています」

　通話を切ったが、その瞬間手から力が抜けて、スマホがベッドに深く沈んだ。

　その後は、ただただ目から涙が零れ落ちるだけだった。

　どんなに拭っても、絶え間なく流れ落ちていく。

　今週の土曜日。その日が亨さんと会う最後の日になるのかもしれない。

　私は彼の期待通りに婚約者のフリをし、彼を煩わしている縁談を潰してあげよう。

　大好きな彼のために、最後のプレゼントをあげるつもりだ。

　だけど、こんな調子で演じきることができるだろうか。

　シーツにいくつもの滴の跡が残っていくのを見て、ひたすら不安を抱いていた。
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「おはよう、麻衣」

「おはようございます、亨さん」

　ついにやってきてしまった。

　土曜日の朝。予定通りの時間に、亨さんは我が家にやってきた。

　今日の亨さんは仕事でもないのに、ビシッとスーツを着込んでいる。

　それだけでもビックリしているのに、亨さんはチラチラと玄関のほうを見つめている。

「ご両親はご在宅かな？」

　ソワソワとしながらも、どこか緊張した面持ちの彼を見て、私は首を傾げた。

「えっと、朝早くから二人でお出かけしてしまいましたけど」

　両親は二人して車に乗って出かけてしまった後だ。そのことを亨さんに告げると、心底残念そうな顔を見せた。

「なんだ……、そうか」

「どうかしました？」

「いや、また今度にするよ」

「は、はぁ……」

　意味がわからず戸惑っている私に、亨さんは笑みを浮かべた。

「今日は本当にありがとう、麻衣。麻衣のおかげで見合いを回避できたんだ」

「回避、ですか？」

「うん。前々から、今日見合いをセッティングしようと両親が企んでいたらしい。だけど、先日私が麻衣のことを話したから、慌てて取り消しに走ったらしいよ」

「そ、そうですか……」

「あの日、麻衣が会いたいっておねだりしてくれなかったらどうなっていたことか。本当にありがとう、麻衣」

　亨さんは、柔らかく微笑んだ。だが、その笑みは私にとっては残酷な笑み以外のなにものでもなかった。

　やはり本当のことを話してくれるつもりはないようで、私は落胆してしまう。

　一方の亨さんは、両親をうまく嵌めることができて満足しているように見えた。

「さぁ、麻衣。車に乗って。今日は麻衣をいつも以上にかわいくしたいと思っているんだ」

「え？」

「とにかく乗って！」

　目の前には黒塗りの車。なんでも、今日はハイヤーをお願いしたらしい。

　むりやりハイヤーに乗せられて着いた先は、思わず逃げ出したくなるほどハイグレードなお店だった。

　とにかく普段の私なら絶対に足を踏み入れない店であることは違いない。

　私の腰を抱いて紳士さながらにエスコートしてくれている亨さんを振り返る。

「と、亨さん？」

「いいから、いいから。麻衣を僕の色に染めてしまいたいと思っていたんだよね」

「え？　え？」

　狼狽えている私の背中を押して店の中へと入っていく。

　すると、すでに店には話をつけていたらしく、オーナーだという女性が恭しく頭を下げてきた。

「近江さま、本日はありがとうございます」

「オーナー、いつも母がお世話になっています」

「とんでもございません。こちらこそ、いつもありがとうございます」

「オーナー、先日電話でお願いしましたが……」

「ええ、バッチリ体勢は整えております。お連れ様は私たちが大事にお預かりいたしますから、ご安心ください」

　マダムと呼んでも差し支えないような、貫禄の笑みを浮かべたオーナーは、周りにいたスタッフたちに目配せをする。

　すると、スタッフたちは「どうぞ、こちらへ」と私を促してくる。

　背中を押してむりやり私を奥へと連れていこうとするスタッフに目を丸くした後、亨さんに助けを求める。

　だが、彼はヒラヒラと手を振って微笑んだ。

「亨さん!?」

「楽しみにしてるよ、麻衣」

　亨さんはそれだけ言うと、オーナーに「よろしくお願いします」とだけ言って店を出て行ってしまったのだ。

　さすがにそれには慌てた私だったが、スタッフの皆さんに笑顔で促されてしまったら従うしかないだろう。

　促されるままついていくと、そこは高級ホテルの一室のような場所だった。

「では、まずはお肌の調子を良くしましょう！」

「え？」

　目を見開いて驚く私に、オーナーはフフフと意味ありげに微笑んだ。

「全身エステの後は、美容師による髪のカット、メイク。あ、ネイルはしませんからね、ご安心を。その辺りは近江さまからもキツく言われておりますから」

　私が飲食店関係の仕事をしているということは、亨さんから聞いたらしい。

「……」

「最後は、私が見立てた服を着ていただければ、パーフェクトですわ！」

　オホホホと声高らかに笑った後、オーナーは私の顔を覗き込んできた。

「私の意地と腕の見せ所ですから。おとなしくまな板の上の鯉になっていてくださいませね」

「は、はい」

　オーナーの圧倒的なパワーにあてられた私は、その後言われるがままにまな板の上の鯉に徹することにした。










　数時間後、いつもの自分とは思えないほどキレイになった私が、鏡の前に立っていた。

　つやつやの肌、キレイに結わえた髪、そしてメイク。

　それに、とても大人っぽいワンピースを着せられて、鏡に映る私はいつもの私ではない。

「素敵ですわよ。きっと近江さまもお喜びになりますわね」

　満足げに頷くオーナーに、鏡越しでお礼を言う。

　だが、私の心は晴れないままだ。

　亨さんが最後の思い出にと私に魔法をかけてくれただけなのだから。

　もしかすると、手切れ金のつもりなのかもしれない。

　いや、普段あまりにもセンスのない格好をしているから、両親の前に立たせることもできないとでも思ったのだろうか。

　ズキンと胸が痛む。この胸の痛みはいつ消えてくれるのだろうか。

　しばらく胸の辺りをギュッと握りしめていたが、オーナー夫人に促されるように店を出た。

　そこにはすでにハイヤーが止まっており、私が店から出てくるのを待っていたようだ。

「お代はすべて近江さまからいただいておりますので、ご安心を」

「……ありがとうございます」

　上の空でそう呟くと、オーナー夫人に至近距離で顔を覗き込まれた。

　驚いて後ずさりしてしまうが、それを許さないとますます顔を近づけてくる。

「お嬢様」

「は、はい！」

「今のお嬢様は無敵ですわよ」

「無敵……、ですか？」

「ええ、それなのにどうしたんです？　しけた顔をして。宝の持ち腐れですよ！　元がいいからこそ、メイクもお洋服も映えるのです」

「……」

「あなたに必要なのは、自信です」

　それだけ言うと、オーナー夫人は私をハイヤーに押し込んだ。

　パタンと閉まる扉の音とともに、オーナーは頭を下げる。

　それが合図だとばかりに、ハイヤーはゆっくりと動き出した。

　どこに行くのかわからないが、亨さんが用意したハイヤーのはずだから乗っていれば目的地に着くのだろう。

　流れる景色を見ながら思うことは、先ほどのオーナーの言葉だ。

「自信なんて持てるわけないよ……」

　運転手に聞こえないよう、小さく言葉を吐き出した。

　こうして亨さんが私に優しくしてくれるのは〝カムフラージュとしての対価〟なのだ。

　全身ハイブランドの物で着飾った私だが、身の程知らずだと亨さんの両親に言われないだろうか。

　卑屈になっているし、自信なんてなにもない。

　亨さんに振られる恐怖しかないのだから。

　彼に利用されているとわかっていても、私は亨さんが好きだ。その気持ちをごまかすことはできない。

　自分でも本当にバカだと思う。だけど、彼を窮地から救えるのなら、この茶番も必要なのではないかと思ってしまうのだ。

　お人好し、だと自分でも呆れてしまう。だけど、今日だけは立派に彼の恋人を演じきりたい。そう心から思う。

　胸の痛みは時間が過ぎるほどに増していく。

　見苦しいほど汚い感情が脳裏に渦巻いているうちに、ハイヤーはつい先日開業したばかりだとニュースで紹介されていたラグジュアリーホテルに到着した。

　ロビーに足を踏み入れると、待ちわびていたのであろう亨さんが、破顔しながら私に近づいてくるのがわかった。

「麻衣、とてもよく似合っているね。かわいい……、いや、今日の麻衣はキレイだ」

「……」

「もう少ししたら両親が来るから、皆で食事をしよう。それまではラウンジでお茶でも飲んでいようか」

　それにしても本当にキレイだ、そう言って何度も亨さんは私を褒め称える。

　いつもなら亨さんに褒められる度に頬を赤らめる私だが、今日は亨さんの言葉が心に入り込んでこない。

　頬を硬直させている私を見て、亨さんは異変に気がついたのだろう。

　麻衣？　と腰を屈めて私の顔を覗き込んできた。

　キレイな瞳は出会った頃となんら変わりない。しかし、このキレイな瞳の王子様は今から私を利用し、その後で別れの言葉を告げるのだろう。

　胸の痛みはピークをとうの昔に過ぎていて、口を開いたら最後。泣き言を亨さんに投げつけてしまいそうだ。

　グッと唇を噛みしめて我慢していたのだが、亨さんが「麻衣？」といつもどおりの優しい声で言う。

　こんなふうに彼から名前で呼ばれるのは、今日が最後なのだろうか。

　ふと唇を緩めると、涙が零れ落ちてきた。

「麻衣？　どうしたの？」

「……ふっ」

　零れ落ちる涙を止めることができず、私は嗚咽を漏らさないように口に手を当てた。

　だが、それを亨さんの大きな手が阻んでくる。

　涙とともに、言わないでおこうと思っていた言葉が口をついて出てきてしまった。

「これで、終わりなんですよね？」

「え？　なにを言っているんだい？　麻衣」

　目の前にいる亨さんからは戸惑いしか伝わってこない。

　この土壇場になっても、やはり本心は話してもらえないらしい。それが心底悲しかった。

　ギュッと目を瞑ると、より一層零れ落ちていく涙。だが、それにかまわず私の口からはずっと言わずにいようと誓っていた言葉が涙とともに零れ落ちてしまった。

「安心してください。私……、きちんと恋人のフリをして、亨さんのご両親を安心させますから」

「なにを言っているのか、全然わからない。ねぇ、麻衣。僕の目を見て？　どうしたの？」

　亨さんは、私の両肩を力強く掴んできた。痛いほど強い力に怯え、私は彼の手を振り払おうとした。だが、それは叶わなかった。

　亨さんは今まで見たことがないほど、怒りを滲ませている。

　ゾクッと背筋に悪寒が走る。ますます怯えた私に、亨さんは強ばった顔で言う。

「君がなにを言っているのかわからない。ねえ、僕たちは恋人同士なんだろう？　なのに恋人のフリって、どういうこと？」

「だって……」

「だってじゃないよ、麻衣。ほら、目を逸らさないで。……僕を見なさい！」

　厳しい声に身体がビクッと震える。

　私が彼の態度に怯えていることはわかっているはずだ。

　それなのに、態度を軟化させるつもりはないらしい。

「ねえ、麻衣。もしかして僕から逃げるつもりなのかい？　それは、僕が将来Ｃ自動車を継ぐ身だから？」

「そ、そうじゃなくて……」

　どこか話が噛み合わないが、今はそれどころではない。

　亨さんが怖い。こんなふうに怒った亨さんを初めて見て身体が竦み上がってしまう。

「だから言いたくなかったんだ。隠せるものなら、籍を入れて逃げ出せなくなるまで内緒にしておきたかったんだ！」

　吐き捨てるように言った後、亨さんは私の肩を強引に抱いたままフロントへと足早に移動する。

「今すぐ部屋を用意してくれ」

　フロントスタッフは亨さんの顔を見て、すぐにカードキーを用意して差し出した。

「申し訳ありません、近江さま。ただいまスイートは満室でして。セミスイートでよろしいでしょうか？」

「かまわない。あと、後ほど僕の両親が来る。今日の食事会は重要な案件ができてしまったからキャンセルだと伝えて」

　口調がいつもとは違っていてとても荒い。それだけ亨さんが怒りを露わにしているということだ。

　かしこまりました、とフロントスタッフが頭を下げるのを横目で見た後、亨さんは私を強引にエレベーターに連れ込んだ。

「と、亨さん!?」

　いつもとは全然違う彼の雰囲気に、戸惑いが隠せずにいる。

　私が名前を呼んでも、彼は天井を睨み付けているだけで口を開いてくれない。

　ただ、彼から伝わってくるのは怒りだけ。

　私はなにか間違っていたのだろうか。それとも私が言ったことが図星だったから、亨さんは逆上したのか。

　頭と心が混乱して、今はなにも考えられない。

　ただ、亨さんを怒らせてしまったという事実だけが、私を恐怖に陥れていく。

　エレベーターを降り、亨さんに手を引っ張られながらフロアを早歩きで進んでいるが、部屋の扉が極端に少ない。

　このフロアはきっとハイグレードな部屋だけがあるのだろう。

　亨さんは一つの扉の前に立つと、荒っぽい仕草でカードキーを差し込んだ。

　そのまま扉を開けて強引に私を部屋の中へと連れ込む。そして、寝室に足を踏み入れると、私はベッドに押し倒された。

　慌てて起き上がろうとしたが、彼に両手首をベッドに押しつけられてしまい身動きが取れない。

「これで終わりになんてさせない」

「亨……さ、ん？」

「君のこと、僕は一生離さないつもりだ。だから、今から両親に会わせるつもりだったのに」

「え？」

　今、一生離さないつもりだった。そう亨さんは言わなかっただろうか。

　驚きに満ちている瞳で亨さんを見つめると、彼は顔を歪めて言葉を吐いた。

「君が逃げるつもりなら、強引に抱いて、監禁してやる……。離すものか」

　ワンピースの裾を掴んだ亨さんは、私の上半身が見えるほどにたくし上げた。

　ブラジャーも上へ押し上げられる。

　すぐさまショーツは脱がされ、私の身体は外気に晒されてブルリと震えた。

　エアコンが効きすぎなほど冷えている寝室だが、寒さで震えたわけではない。

　これから起きる出来事を脳裏に思い描き、身体が反応してしまったのだ。

「麻衣、寒いかい？　でも、大丈夫だよ。すぐに暑くなって汗をかいてしまうから」

「っ！」

　私が息を呑んだ瞬間、喉元に亨さんは齧り付いてきた。

　ゾクゾクッと快感が身体を駆け抜ける。首を仰け反らせると、チュパチュパッと音を立てて舐められた。

「っふ……ぁああ」

　突然与えられた愛撫の気持ちよさに声を上げると、亨さんが首元に歯形をつけてきた。

　たしかな痛みを感じるが、何度もされ続けるうちにそれが快感に変わっていく。

「麻衣。噛まれて感じちゃったのか？　麻衣はいじめられるのが好きなんだね。新しい発見したな」

「っやあ」

「いやじゃないよ。これからもっといじめてあげる。理性がすり切れるほど、ここがどこなのかわからないほどドロドロに身体も思考も溶かして……、僕だけしか見えないようにしてやる」

　耳たぶを甘噛みされ、息を吹きかけられる。

　腰が震えたのを見て、亨さんはまた意地悪なことを言う。

「フフ。今、腰が震えたね。気持ちいい？　僕は麻衣が喜ぶことがしたいだけだよ」

「亨……さ、ん」

「君の笑顔に何度僕が癒やされたか、その度にどれだけ君を愛しく思ったのか。わからないだろう？　麻衣はわかってない。全然わかってない！」

　私を力強く抱きしめた亨さんの声は震えていた。そのことに気がついた私は迷いもなく彼の背中に腕を回した。

「恋人のフリなんてお願いしてないだろう？　どうしてそんなことを言うんだい？　僕の気持ちは麻衣には伝わってなかった？」

「私のこと、好き……、なんですか？」

　小さく呟くと、亨さんは勢いよく起き上がった。

　そして驚愕の目で私を見下ろしている。

「僕は麻衣に告白したよね？　聞いていなかったの？」

　呆れ顔で私を見つめている亨さん。その視線に居たたまれなくなって、私は衣服を直して起き上がった。

「だって……、神尾さんが」

「神尾？　どうして麻衣が彼女のこと知っているの？」

「えっと、その……」

　躊躇したのだが、亨さんの厳しい視線に白旗を振った。

　先日、神尾さんが私を訪ねてきたこと。亨さんが縁談を断るために私をカムフラージュにしている、ということなど……。

　すべて洗いざらい白状させられてしまった。

　ベッドの上に正座して小さく縮こまっていると、頭上から盛大なため息が落ちてくる。

「で？」

「え？」

　顔を上げると、まだ怒りがにじみ出ている様子の亨さんが腕組みをした。

「麻衣はそれを鵜呑みにした、と」

「だって、Ｃ自動車の御曹司だってことも隠されていたし。もう隠し事ないですよね？　って確認したのに、ごめんって謝るだけで〝なにもない〟って言ってくれなかったじゃないですか！」

　この件に関しては、私にだって言い分がある。

　不機嫌さを隠さず、ムッとした様子で亨さんに抗議した。

　亨さんは、もう一度盛大にため息を吐いた後、私に手を伸ばしてきた。

　ギュッと私の肩を抱きしめ、亨さんは申し訳なさそうに声を絞り出す。

「その件は悪かった。本当の素性を言ったら、控えめな麻衣のことだから、私なんて亨さんの家柄に合わないとか言って逃げ出してしまうと思っていたんだ」

　現に逃げ出されたし、と大変不服そうに眉を顰めた。

「それに、隠し事ないですか？　って聞かれたけど、あるわけないだろう？　愚問だよ。だからなにも言わなかっただけ。まさか、こんな大事になるなんて夢にも思わなかったよ」

「亨さん」

　私の早とちりと思い込み。そしてずっと感じていた引け目が、私の弱い心につけ込んでしまったようだ。

「今朝だって、本当は麻衣のご両親に挨拶するつもりだったんだ。ここ最近仕事が立て込んでいて、前もってご両親が今日家にいるのか麻衣に確認するのを忘れてしまったから挨拶できなかっただけ。僕は、麻衣のこと、本当に大事に思っているんだよ」

「……」

「ちょっと待っていて」

　亨さんはスマホを取り出し、どこかに電話をかけ始めた。そして、ハンズフリーにしてベッドにスマホを置く。

　ジッと彼を見つめていると、小さく微笑まれる。

　その笑みが優しく私を包み込んでくれた。それは涙が出そうなほどに嬉しい。

　何度目かのコール音の後、相手が電話に出たようだ。

『ん？　亨か？　お前、今どこにいるんだ。勝手に今日の顔合わせ、キャンセルにして』

　電話の相手は、亨さんの父親のようだ。

　驚いて目を見開いていると、亨さんは私の顔を覗き込んできた。

　心配いらないよ、と言うように、柔らかく微笑んだ後、彼の父親に厳しい声で聞く。

「父さん、ちょっと確認したい。神尾家との縁談はきちんと断ったんだよね？」

『その件ならきちんと断ったぞ？　お前が福永さんと結婚を視野にいれて付き合っているから縁談を断ってくれと言ってきた次の日には、きちんと断っておいた。もしかして、神尾家がお前の彼女に接触してきたのか？』

　どうやら亨さんの父親も、神尾さんが私に会いに来たことを知らなかったようだ。

　亨さんは盛大にため息を吐く。

「こちらから縁談を断る前に、接触してきたらしい。僕の大事な麻衣に〝あなたはカムフラージュですから〟ってご丁寧に伝えに来たらしいよ」

『スマン、亨。福永さん、怒ってなかったか？　もしかして別れの危機なんてことは？　やっとお前が結婚する気になったのに、破局なんてことになったら！』

　私が福永さんに説明と謝罪をしよう、と電話先で騒ぎだした彼の父親に亨さんはストップをかける。

「それはまた後日にして。今、事情説明している最中だから」

『くれぐれも彼女に伝えてくれよ。我が家はあなたが息子の嫁になってくれることを楽しみにしているからと』

「了解」

　それだけ言うと、亨さんはスマホの通話を切った。

　シンと静まりかえるホテルの一室。その空気を断ち切ったのは亨さんだった。

「これで、僕の無実が証明できたかな？」

　先ほどまでの怒りが嘘のように柔らかく笑う亨さんの顔が涙で滲んでいく。

　私は、亨さんに頭を下げた。

「ごめんなさい、亨さん。勝手に勘違いして。もう、ダメだって。亨さんのこと諦めなきゃって」

　ボロボロと涙を流す様は、きっと子どものようだと思う。

　恥ずかしくて顔を手で覆うと、声を出して泣きじゃくる。

　亨さんに抱きしめられ、私は彼に縋った。

「麻衣は、僕のこと好き？」

「好きっ、好きですっ」

　嗚咽混じりで言うと、亨さんは腕を緩め、私の顔を覗き込んでくる。

「本当？　鵜呑みにしちゃっても大丈夫かな？」

「大丈……夫っ」

「僕も麻衣が好きだよ。もう、僕から離れようなんて二度と思わないでくれ」

「は、はいっ」

　何度も頷くと、そのまま身体をベッドに押し倒された。

　驚いて目を丸くさせていると、亨さんは目を細める。

「次、今回みたいに僕から逃げようとしたら……、本当に監禁して逃がさないから」

　冗談だと思いたかったが、そんな空気は感じられなかった。

　慌てふためきすぎて返事をしなかった私に、亨さんは口元を緩める。

　その笑みは、とても王子様とは言えない類いのものだ。

　ある種の恐怖を感じていると、亨さんは甘ったるい笑みを頬に浮かべる。

　だが、目が笑っていなかった。

「既成事実を作れば、もう逃げられないかな？　本当は麻衣のご両親に挨拶をしてからにしたかったけど。仕方がないよね。僕の麻衣は口で言っても伝わらないから。身体で伝えなくちゃね」

「えっと、そ、そんなことしなくても……、大丈夫です。しっかり伝わりましたから！」

　逃げようとしたが、すでに亨さんは私の腰を跨ぎ、スーツを脱ぎ捨て始めている。

　露わになっていく鍛えられた身体。いつもは柔らかい雰囲気の王子様、だけど、ひとたび脱ぐとセクシーなイメージへと変化する。

　視線を逸らして恥じらう私に、上半身裸になった亨さんが襲いかかってきた。

「麻衣、もう我慢できないよ。君の全部をもらってもいい？」

「え？」

「本当はもっと素敵なシチュエーションでプロポーズしたかったけど、今言っておかないとまた麻衣が逃げてしまいそうで」

「も、もう……、逃げません」

「本当に？」

「本当です」

　ジリジリと顔を近づけてくる亨さんを前にして、その匂い立つ色気でクラクラしてしまう。

　何度も、「本当です」と言うと、亨さんはようやく微笑んでくれた。

「じゃあ、結婚してほしい」

「っ……！」

「逃げないって何度も言っただろう？　言質は取ったよ、ふふふ」

「えっと、その……！」

「もう、諦めて。僕に魅入られてしまった自分を恨むことだね」

　亨さんの唇が私のそれへと降りてくる。柔らかい唇の感触を楽しむように、何度も何度も啄まれた。

　彼はキスの甘さに酔った私の身体を横にし、背中にあるファスナーに手をかける。

　背中が露わになると、そこに唇を這わせだした。

「っふぁ、あああ！」

　甘ったるい声で鳴くと、亨さんの舌は背骨に添わせながら舐めあげていく。

　淫らに喘いでいる間にも、亨さんは私の着ている服をどんどん脱がしにかかる。

　すべて脱がされた後で、再び背中にシーツが触れた。

「良い眺めだね」

「あっ！」

　慌てて胸を隠すと、亨さんは意地悪そうな顔で私のことを見つめてきた。

「いいね、そうやって恥ずかしがる麻衣はかわいい」

「と、亨さんっ！」

「日頃は控えめなのに、エッチのときだけ淫乱になるなんて……。僕の理想通りの女性だね」

　亨さんは私の足を掴み、指を口に含んだ。

　まさか、そんなところを愛撫されるとは思っていなくて慌ててしまう。

　だが、亨さんを止めようとする声は嬌声に変わってしまった。

　指の間に、時折口から覗く赤い舌を這わせながらも、彼の視線は私の目に照準を合わせている。

　ドクンと胸が高鳴るほど色気たっぷりな上に、彼に視線で征服されているような気が起きてしまう。

　指への愛撫がこんなにも気持ちがいいものだとは知らなかった。

　私の呼吸が荒っぽくなると、指を愛撫していた唇は足首に移る。そのまま足首の凹凸を舌で舐め上げられて、官能的な痺れでどうにかなってしまいそうだ。

　ふにゃんと身体から力が抜けてしまっていると、亨さんの舌は鼠径部にまで辿り着いていた。

　だが、気がついたときには遅かった。

　舌が茂みをかき分け、蕾を転がし始めたのだ。

　急激に高まる感度に、私は何度も身体を震わせた。そのたびに足をピンッと硬直させるのだが、彼の身体の重みで思うように動かせない。

　快感を逃がすこともできず、ただただ舌の愛撫に身悶える。

「麻衣のここ、ぷっくりと膨らんでいてかわいいよ」

「っやぁ、そんな恥ずかしいこと言わないでください」

　恨みがましい目を彼に向けるが、それは返って自分の首を絞める行為だった。

　彼の瞳は猛獣のようにギラギラと光っていて、捕らわれる、そんな気持ちにさせられる。

　蕾を愛撫していた彼だったが、一度そこから離れ、私に見せつけるように口の周りを舌でゆっくりと舐めた。

　そこには私の蜜がたっぷりついているはずだ。そのことに気がついた瞬間、私の身体は燃えるように熱を発した。

　唇と舌で愛撫されていた蕾は、今度は彼の指によって弄られる。

　摘まんだり、指の腹で軽くプッシュされたりと、いろいろな刺激で私を高みへと押し上げていく。

「あ、ぁ……っふんん」

「いいね、もっとかわいらしくおねだりしてごらん？」

「む、むりぃ」

「無理でもして。そうしないと、ずっとこのままだよ」

「意地悪、です」

「うん。だけど、今日は麻衣のほうが意地悪だったんだからおあいこだよね」

　それを言われるとなにも言えない。

　キュッと唇をすぼめると、亨さんは満面の笑みを浮かべた。

「ああ……!!　本当にかわいい。どうして、君はそんなにかわいいんだい？」

「かわいく、な……んか」

「おや？　かわいくないことを言っているのは、この悪い口かな？」

　素直になれない私を待ち受けていたのは、深い口づけだ。舌と舌をこすりあわせ、吸い上げられて。キスだけで思考が蕩けてしまう。

　気持ちいい。彼からのキスにウットリとしていた私だったが、下腹部が急に反応した。

　彼の指が蜜口を弄り、そして一本、二本と蜜穴に入り込んできたからだ。

　指をバラバラに動かされ、気持ちいい場所を擦り上げられる。そのたびに蜜の音がいやらしく響き、部屋が一気に甘ったるい空気に変化した。

「麻衣、ここに僕のモノを入れてほしい？」

「そ、そんなこと……、言えないっ」

　唇を離した亨さんは、蜜穴を弄りながら私に問いかけてくる。

　身体は亨さんを欲している。だけど、そんな恥ずかしいこと口にできない。

　プルプルと首を横に振ったのだが、亨さんは許してくれなかった。

「麻衣に信用されていないってわかって、僕は悲しかったよ」

「亨さん」

「だから、慰めてほしいんだ。麻衣のナカで癒やされたい」

　ダメ？　と小首を傾げる王子様。はっきり言って反則だと思う。

　私は彼から視線を逸らした後、小さく呟いた。

「亨さんと、一つになりたい」

「麻衣」

「私、怖かったの。亨さんみたいに素敵な人の隣にいるのが私でいいのかなって。ずっと、ずっと不安だった」

　ギュッとシーツを握りしめ、私は思いの丈を吐き出した。

「不安だったから、私」

「麻衣」

「ごめんなさい、亨さん」

　涙で滲む視界で彼を見上げると、大きな手のひらで包み込んでくれた。

「ごめんっていう言葉はいらないよ。僕が欲しい言葉はただ一つ。わかるだろう？」

　くしゃくしゃと顔を歪めた後、私は彼に言った。

「好き。亨さんが好きです。もっと、くっついていたい」

「よくできました」

　亨さんは私の頭を少し乱雑に撫でた後、いつの間にか下着を脱いで準備を済ませていた彼自身を蜜口に押し当ててきた。

「ゴムなしは、結婚してからね。子どもは、もっとイチャイチャしてから作ろう」

「っ！」

　そのキレイな顔で言われると、無性に恥ずかしさが湧き上がってくる。

　だが、同時に彼が私のナカに入ってきたので、恥ずかしがっている暇もなくなった。

　グリッと奥を刺激され、私の腰は小刻みに震える。

「っあ、は……気持ちいい。麻衣は？」

「き、きもち……いいっ、あぁっ！」

　ギュッと彼にしがみつくと、より奥を突かれ身体が甘い痺れに支配される。

　ゆっくりと腰を動かしていた亨さんだったが、その都度気持ちのいい場所を刺激してくるので嬌声を上げてしまう。
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「あぁ、あ、ンン！　も、もう……だめぇ」

「まだだよ、麻衣。もっと僕を感じないと。イカせてあげないよ」

「そ、そんなぁ……っ！」

「たっぷり焦らして、麻衣の気が変になるまで弄り倒すっていうのはどう？」

　クツクツと笑う様は、どう考えても人の良さそうな王子様ではない。

　彼の手は先ほどまで全然触れてくれなかった乳房を揉みしだきだした。

　最奥を突かれ、胸も愛撫される。二つの刺激に感情は蕩けでてしまう。

「と、ぉる……さん。お願い、もう……耐えられない！」

　涙目で訴えると、亨さんは困ったように微笑んだ。

「麻衣、それは反則。そんな色っぽくおねだりされたら、意地悪できなくなっちゃうじゃないか」

「意地悪、しない……で？」

「っ！」

　煽らないで、となぜか怒られ、亨さんの腰の動きが速くなった。

　甘ったるい私の吐息、飛び散る汗。亨さんの息づかいに、蜜の音。

　なにもかもが、今、私たちでなくては出せない音なのだ。そう考えた途端、豪勢なホテルの一室が、一気に甘い雰囲気に包まれたような気がして、むせかえった。

「っああ、ぁあ……ふぅんん、ああああ!!」

「麻衣、愛してる」

　亨さんが最奥をググッと力強く刺激した瞬間、私は叫びながら身体をしならせたのだった。










　時計はすでに夜九時を指している。もう少ししたら帰らないといけない時間だ。

　あれから何度亨さんと愛を確認しあっただろう。数え切れないほどしたことは……、ゴミ箱に捨てられた避妊具の量を見ただけでわかってしまう。

　もう帰らなくちゃ、と言うのだけれど、亨さんはなかなか放してくれない。

「帰したくない」

「亨さん」

「やっぱり、すぐにでも結婚しよう」

「ですから。もう少しだけ待っていてください」

　お願いですから、と亨さんを見上げると、彼は「ウッ」と唸って言葉を詰まらせた。

　すぐにでも籍を入れかねない亨さんに、もう少し待ってほしいと先ほどお願いしたところだ。

　私は今回、彼に勝手に疑心を向け、離れようとしてしまった。

　それは私の心の弱さを浮き彫りにした出来事だった。

　彼の隣に立つということは、今後もこういった困難に立ち向かわなければならないということだ。

　そのためには、もう少し自分に自信をつけたい。

　彼の隣にいても胸を張って「亨さんが好きです。離れません」と言える勇気がなくてはダメだと気がついたのだ。

「もう少し自信がついたら、亨さんのお嫁さんにしてください」

　と、亨さんにお願いしたのだが……、なかなかわかってくれないのだ。

「自信なんて僕がつけさせてあげる。結婚してからでもできるでしょう？」

「亨さん」

　こうなってくると、彼に押し切られそうだ。

　冗談ではなく、既成事実を作られかねない。ジリジリと私との距離を縮めていく亨さんの色気は半端ない。すぐに呑み込まれそうだ。

「君を甘えさせたい。しつこいぐらいにかわいがってあげたい。それなのに僕たちは普段離ればなれだ。解決策は結婚しか道はないと思うんだけど」

「っ！」

　私を再び組み敷き、亨さんはフッと鼻で笑う。

　なんだか、もうなにを言っても逃げられないような、そんな予感が脳裏をかすめる。

　あの日、彼に一目惚れした日にも思ったのだ。

　捕らわれた、そんな予感が……。

「もう、逃がさないからね」

　そう言って微笑む王子様。だが、その笑みは実はとても腹黒いのだと知った。

「麻衣は僕の隣で幸せになるべきだよ」

「そ、それは、決定事項でしょうか？」

　私は幸せを感じながらも若干顔を引き攣らせた。すると、亨さんは破顔する。

「そうだよ、決定事項なんだ。ということで諦めなさい、麻衣」

　折角着た服を再び脱がされながら、私は王子様の策略に嵌まりつつある自分に苦笑する。

　やはり逃げることはできないらしい。そして――自分もなんだかんだ言っても彼に請われることは嬉しいのだ。

「もう、降参です」

「その言葉を待っていたよ、麻衣」

　亨さんは、出会った頃と同じで爽やかな王子様スマイルを向けてくる。

　だが、実はその笑顔の下には、とんでもない執着心が隠されているなんて。

　きっと誰も知らない。そう、私だけの特権だからだ。
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